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車道
歩道

箱型パイプ

箱型パイプ

S=1:20構造図

1:20

委託場所

図面名

工事名

委託名

都市計画道路 内里高野道線

枚方市長尾家具町1丁目地内外

図面番号

路線

河川
名

尺
縮

構造図(2)

35 56

側溝用桝2

側面図 正面図

(h=750用）

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

集水孔Φ10

箱形パイプ

歩車道境界ブロック

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

敷モルタル(1:3)

歩車道境界ブロック

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

集水孔Φ10

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

2%

側面図 正面図

(h=1000用）

集水孔Φ10

箱形パイプ

歩車道境界ブロック

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

敷モルタル(1:3)

歩車道境界ブロック

集水孔Φ10

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

2%

側面図 正面図

(h=1250用）

集水孔Φ10

箱形パイプ

歩車道境界ブロック

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

敷モルタル(1:3)

歩車道境界ブロック

集水孔Φ10

敷モルタル(1:3)

敷コンクリート
(18-8-40)

2%

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

滑り止め仕様
グレーチング
T-25

側溝用桝1 側溝用桝3

※ 桝深さは、既設管の深さに応じ決定する。

基礎砕石
(RC-40)

基礎砕石
(RC-40)

基礎砕石
(RC-40)

基礎砕石
(RC-40)

基礎砕石
(RC-40)

基礎砕石
(RC-40)

VPφ250 既設管
(VPφ200)

VPφ250

既設管
(VPφ200)

VPφ250

既設管
(VPφ200)

(台付管Φ250) (台付管Φ250) (台付管Φ250)

※ 歩道乗入部は、接続管を台付管とする。

内里高野道線

排水性舗装用 排水性舗装用 排水性舗装用

平成 30 年度

一般府道 長尾八幡線外 道路付属施設等詳細設計委託

大阪府 枚方土木事務所
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NishioHi
長方形

NishioHi
長方形
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プレキャスト集水桝

100 100

5
5

55
4
5

4
5

4545 5555 110°開閉式

100

10
0

10
0

100

泥溜め部
インバートコンクリート

（18-12-20）

VPφ200

自由勾配側溝

平面図

グレーチング蓋

自由勾配側溝

V
P
φ

2
0
0

3
0

5
0

10
0 敷モルタル

（1：3）

基礎コンクリート 
（18-12-20）

グレーチング蓋

6
0

5
0

側面図

（RC-40）
基礎砕石

標準断面図
S=1：20

以
上

インバートコンクリート

基礎コンクリート

基礎材

寸 法 表

サ イ 　ズ

A ×  C

寸法仕様(mm)

H T1 T2 B DT3 GE

300× 400 140545 500100 95 6543095

（一般部）

縁石Eb型

コンクリート
(18-8-40)

敷モルタル

(1:3)

基礎砕石
(RC-40)

敷モルタル(1:3)

歩車道境界ブロック
70/163×170×600

1
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3
00

300
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5
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1
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20
0
以
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T
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50 D
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00
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D+100

S
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T1T1

7
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502
0

17050

1
00
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10

50 170

220

スリット付自由勾配側溝　街渠縦断用　標準断面図

幅300サイズ

h H0 e

 449

 549

 649

 749

 849

 949

1049

1149

（kg）

2種
参考重量

55

85

（mm）（mm）（mm）

数量表

呼　名

（幅×深）

300× 300

300× 400

300× 500

300× 600

300× 700

300× 800

300× 900

300×1000

1249300×1100

50

65

75

（kg）

1種
参考重量

 416

 496

 546

 654

 714

 849

 918

1080

1158

 300

 400

 500

 600

 700

 800

 900

1000

1100

型　枠
基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

型　枠 コンクリート
インバート 基　礎インバート

コンクリート
基礎砕石

モルタル
充　填

0.255

1.0001.300

0.250

0.189

6.000

0.007

 381

 461

 511

 619

 679

 814

 883

1045

1123

(m )3 (m )3 (m )3(m )2 (m )2 (m )2

0.265

0.275

0.285

6.100

6.300

6.500

6.700

1種 2種

5
0

7
5

1
5

敷モルタル

基礎コンクリート

基礎砕石

15

30

6
4

3
5

2%2%

5
0

止水パッキン

インバートコンクリート

充填モルタル

グレーチング

5 5

30

e e

50
50

50
50

H1

 451

 551

 651

 751

 851

 951

1051

1151

（mm）

1251

敷モルタル

0.015

(m )2

0.017

0.020

0.023

0.026

10m当り

B

610

670

（mm）

600

630

650

2 0.45N／mm 
許容せん断
応力度 τa

σsa

σca

2 
160N／mm 

（SD295A）
応力度
許容引張

2．鉄　　筋

2 10N／mm 
圧縮応力度
許容曲げ

2 
30N／mm σck設計基準強度

1．コンクリート

［仕　様］

［適用範囲］

1．コンクリート活荷重は、Ｔ－２５

とし道路と平行に載荷する。

自由勾配側溝

500

hH
O

200

290

300

300+2e

H
1

B
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標準配列図 S=1:30

S=1:30規格寸法図

注：必要に応じて吸出防止材を設置する。

リーフロックⅠ型１．０ｔ標準図

（1個当り）

摘　　要

全長60cm

数　　量

kg 1.18

規　　格

鉄筋φ16

単位

連結金具（シャックル）

名　　　称

全長121cm

摘　　要

（1個当り）

1.91kg

単位 数　　量

鉄筋φ16

規　　格

連結鉄筋

名　　　称

連結金具（シャックル）詳細図 S=1:5S=1:10連結鉄筋（フック）詳細図

1
1
50

1150

4
6
0

5
7
5
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年　　度 番号

一級河川 　 　川
路　線

河 川 名

工 事 名

工事場所

図 面 名

縮　　尺

大 阪 府 西 大 阪 治 水 事 務 所

笠コンクリート詳細図

大阪市　　地内

1:20

※伸縮目地は10mに1箇所設置する。

笠コンクリート詳細図 S=1:20

現場打ち断面図

42
0

コンクリート

24-50-20

OP+0.0

OP+1.15

平面図

① D13

配筋加工図

② D13

①D13×2815 n=4（1m当り） 

②D13×1000 n=11（1m当り）

※矢板面の偏心に合わせて施工する。

１ｍ当り

１本当り

[kg/ 本]

記

②

①

D13 

D13 

径号 単位重量

1000

 3.332815

[本 ][mm]

本数長  さ

0.995

0.995

[kg/m]

10.001.00

  9.332.80

[kg]

鉄筋表

重　　量 重　量
摘　　要

合計 19.33

① D13

②
D
1
3

ハット形鋼矢板45H 
10.00

※同等品以上のプレキャストコンクリートブロックとする。 護岸補修工事（　 　）

令和 ／

※1個当りに必要な中詰め材（水中コンクリート）の参考数量を記載すること。

対象資材

※採用した笠コンクリートブロックの寸法の記載をお願いします。（ｍあたりで換算するため）

450

900

2
@
21
0
=

9
0

60
0

720

4
2
0

1000

90
0

30090235

1000

300

 
新規_6



根固めブロック構造図

根固めブロック構造図 1:50

3

S=1:50

端 部 型

正面図

平面図 側面図

標 準 型

5
0

5
0

150 50 50 150

10
0

5
0

5
0

正面図

平面図 側面図

150 50 50

10
0

護 床 ブ ロ ッ ク 2t型

(注記) 各護床ブロックは連結金具にて連結すること。

500

1800

50
0

4
0
0

50
0

250

1
80

15
0
0

500

47
6

5
4
9

47
6

15
0
0

4
4
9

5
00
450 500 450

1800

500

47
6

5
4
9

47
6

15
0
0

4
4
9

500

1650

50
0

4
0
0

50
0

15
0
0

1
80

5
00

450 500 450

1650

13

河川名

工事名

施工地名

図面名

令和3-4年度

縮尺

図面番号

参考図３

二級河川  石津川

大 阪 府 鳳 土 木 事 務 所

護岸補強工事Ｒ３－１工区（津久野大橋上下流）

堺市西区鶴田町地内
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添付図-1
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NO
.0

結合コイルメインケーブルディスタンスキーパー
（山側）

ターンバックル

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16支柱No

端末柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間端末柱 中間柱 中間柱 中間柱 中間柱 端末柱支柱仕様
φ267.4 t=6.6φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6

MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630

A A A A A A A A A A A B B B B B支柱タイプ

崩壊土砂防護柵工数量表
名　 　称 仕　様　・　寸　法 単位 数　量 摘 要

端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9580mm 本 1 分割支柱　　タイプB

端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9180mm 本 1 分割支柱　　タイプA

中間柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9580mm 本 4 分割支柱　　タイプB

中間柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9180mm 本 9 分割支柱　　タイプA

中間端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9180mm 本 1 分割支柱　　タイプA

ディスタンスキーパー H=4.1m用 セット 20

ディスタンスキーパー H=3.5m用 セット 10

ターンバックル W5/8*18 個 51

ターンバックル W7/8*18 個 20

ひし形金網 φ4×50mm m2 290.45

メインケーブル 7×19 φ18 L=40.70m 本 4

メインケーブル 7×19 φ18 L=39.70m 本 4

メインケーブル 7×19 φ18 L=30.70m 本 4

メインケーブル 7×19 φ18 L=20.70m 本 8

メインケーブル 7×19 φ12 L=40.68m 本 11

メインケーブル 7×19 φ12 L=39.68m 本 11

メインケーブル 7×19 φ12 L=30.68m 本 9

メインケーブル 7×19 φ12 L=20.68m 本 20

結合コイル φ4×φ50×P50-400 個 330

S=1：150

NO
.1

NO
.2

NO
.3

NO
.3
+1
4.
35
8

下
段

上
段

下
段

上
段

（谷側）

崩壊土砂防護柵工展開図(1)

※１　支柱間隔は斜長距離

※２　図中の測点位置は、計画時の目安

※３　展開図は谷側から山側を見ての表示

参考図

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

4
1
0
0

崩壊土砂防護柵工 L=74500

H=4.1m L=49500 H=3.5m L=25000

4500 9@5000=45000 5@5000=25000

巻付けスパン長=19.5m 巻付けスパン長=20.0m 巻付けスパン長=10.0m 巻付けスパン長=15.0m 巻付けスパン長=10.0m

3
5
0
0
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S=1：100

結合コイルメインケーブル
ディスタンスキーパー

（山側）
ターンバックル

17 18 19 20 21 22 23支柱No

端末柱 中間柱 中間端末柱 中間柱 中間柱 中間柱 端末柱支柱仕様
φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6 φ267.4 t=6.6

MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630 MU 630

C C C D D D D支柱タイプ

崩壊土砂防護柵工数量表
名　　　　　称 仕　様　・　寸　法 単位 数　量 摘　　　　　要

端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=8580mm 本 1 分割支柱　　タイプD

端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9880mm 本 1 分割支柱　　タイプC

中間柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=8580mm 本 3 分割支柱　　タイプD

中間柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9880mm 本 1 分割支柱　　タイプC

中間端末柱 φ267.4 t6.6 D32×12 L=9880mm 本 1 分割支柱　　タイプC

ディスタンスキーパー H=3.8m用 セット 6

ディスタンスキーパー H=3.5m用 セット 12

ターンバックル W5/8*18 個 28

ターンバックル W7/8*18 個 15

ひし形金網 φ4×50mm m2 154.7

メインケーブル 7×19 φ18 L=30.70m 本 5

メインケーブル 7×19 φ18 L=28.70m 本 10

メインケーブル 7×19 φ12 L=30.68m 本 9

メインケーブル 7×19 φ12 L=28.68m 本 19

結合コイル φ4×φ50×P50-400 個 172

NO
.3
+1
4.
35
8

NO
.4

NO
.4
+5
.7
00

NO
.4
+1
1.
80
0

NO
.5

NO
.5
+1
0

下
段

上
段

下
段

上
段

（谷側）

崩壊土砂防護柵工展開図(2)

※１　支柱間隔は斜長距離

※２　図中の測点位置は、計画時の目安

※３　展開図は谷側から山側を見ての表示

参考図

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0 5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

5
0
0
0

3
8
0
0

崩壊土砂防護柵工 L=43000

H=3.8m L=14000 H=3.5m L=29000

2@7000=14000 2@7500=15000 2@7000=14000

巻付けスパン長=14.0m 巻付けスパン長=15.0m 巻付けスパン長=14.0m

3
5
0
0
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端末柱 中間柱 中間柱 中間柱

ひし形金網 ターンバックル

(谷側)

結合コイル メインケーブル ディスタンスキーパー

(山側)C C

φ= mm mmt=

= L= mm+ + 80

(Mu= kN-m)

5000 4100 80 9180

267.4 6.6

630
端末および中間柱

4スパン巻き

D D

ひし形金網

ターンバックル

(谷側)

結合コイル

メインケーブル

ディスタンスキーパー

(山側)

A

A

B

B

（山側）

2
0
0

2
@
1
5
0

=
3
0
0

8
0

2
0
0

2
@
1
5
0

=
3
0
0

（山側）

巻きつけスパン数 備考

φ= mm4 50×50mmひし形金網

φ= 12 7×19mm
メインケーブル

仕様部材名称

φ= 18 7×19mm

上段

下段
下
段
：
4

上
段
：
1
1

フランジ

フランジ

分割支柱<支柱タイプA>

D - D 矢視図

C - C 矢視図

B - B 矢視図

A - A 矢視図

メインケーブル配置

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 4.1 m)

崩壊土砂防護柵構造図(1) S=1:40

部材仕様一覧

参考図

4500 5000 5000 5000

1500 1500 1500 1600 1800 1600

5
0
0
0

1
2
@
3
0
0
=
3
6
0
0

柵
高
=
4
1
0
0

1
2
@
3
0
0
=
3
6
0
0

柵
高

=
4
1
0
0

1
5
5
0
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中間柱 中間端末柱 中間柱

ひし形金網

ターンバックル

(谷側)

結合コイルメインケーブル

ディスタンスキーパー

(山側)

C C

φ= mm mmt=

= L= mm+ + 80

(Mu= kN-m)

6000 3500 80 9580

267.4 6.6

630

D D

ひし形金網

ターンバックル

(谷側)

結合コイル

メインケーブル

ディスタンスキーパー

(山側)

A

A

B

B

（山側）

2
0
0

2
@
1
5
0

=
3
0
0

8
0

2
0
0

2
@
1
5
0

=
3
0
0

（山側）

φ= mm mmt=

= L= mm+ + 80

(Mu= kN-m)

5000 4100 80 9180

267.4 6.6

630
中間および中間端末柱

2スパン巻き

巻きつけスパン数 備考

φ= mm4 50×50mmひし形金網

φ= 12 7×19mm
メインケーブル

仕様部材名称

φ= 18 7×19mm

上段

下段

下
段

：
4

上
段

：
1
1

フランジ

フランジ

分割支柱<支柱タイプA>

下
段

：
4

上
段

：
9

3スパン巻き

中間柱

分割支柱<支柱タイプB>

D - D 矢視図

C - C 矢視図

B - B 矢視図

A - A 矢視図

メインケーブル配置

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 4.1 m ～ 3.5 m)

崩壊土砂防護柵構造図(2) S=1:40

部材仕様一覧

参考図

5000 5000 5000 5000

5
0
0
0
,
6
0
0
0

1
2
@
3
0
0
=
3
6
0
0

柵
高

=
4
1
0
0

1
2
@
3
0
0
=
3
6
0
0

柵
高

=
4
1
0
0

1
5
5
0

5
0
0
0

5
0
0
0

6
0
0
0
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端末柱 中間柱 中間端末柱

ひし形金網 ターンバックル

(谷側)

結合コイル メインケーブルディスタンスキーパー

(山側)C C

φ= mm mmt=

= L= mm+ + 80

(Mu= kN-m)

6000 3800 80 9880

267.4 6.6

630

D D

ひし形金網

ターンバックル

(谷側)

結合コイル

メインケーブル

ディスタンスキーパー

(山側)

A

A

B

B

（山側）

2
0
0

=
6
0
0

8
0

2
0
0

=
6
0
0

（山側）

および中間端末柱

2スパン巻き

巻きつけスパン数 備考

φ= mm4 50×50mmひし形金網

φ= 12 7×19mm
メインケーブル

仕様部材名称

φ= 18 7×19mm

上段

下段

下
段

：
5

上
段

：
1
0

フランジ

フランジ

分割支柱<支柱タイプC>

下
段

：
5

上
段

：
9

端末柱・中間柱

D - D 矢視図

C - C 矢視図

B - B 矢視図

A - A 矢視図

特記事項

メインケーブル配置

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.8 m ～ 3.5 m)

崩壊土砂防護柵構造図(3) S=1:40

部材仕様一覧

参考図

7000 7000 7500

1750 1750 1750 1750

6
0
0
0

4
@
1
5
0

1
0
@
3
0
0
=
3
0
0
0

柵
高

=
3
8
0
0

4
@
1
5
0

1
0
@
3
0
0
=
3
0
0
0

柵
高

=
3
8
0
0

1
5
5
0
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中間柱 中間柱 中間柱

ひし形金網 ターンバックル

(谷側)

結合コイルメインケーブル ディスタンスキーパー

(山側)

C C

φ= mm mmt=

= L= mm+ + 80

(Mu= kN-m)

5000 3500 80 8580

267.4 6.6

630

D D

ひし形金網

ターンバックル

(谷側)

結合コイル

メインケーブル

ディスタンスキーパー

(山側)

A

A

B

B

（山側）

2
0
0

=
6
0
0

8
0

2
0
0

=
6
0
0

（山側）

2スパン巻き

巻きつけスパン数 備考

φ= mm4 50×50mmひし形金網

φ= 12 7×19mm
メインケーブル

仕様部材名称

φ= 18 7×19mm

上段

下段

フランジ

フランジ

下
段
：
5

上
段
：
9

中間柱

分割支柱<支柱タイプD>

D - D 矢視図

C - C 矢視図

B - B 矢視図

A - A 矢視図

メインケーブル配置

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m)

崩壊土砂防護柵構造図(4) S=1:40

部材仕様一覧

参考図

7500 7500 7000 7000

1750 1750 1750 17501900 1850 1850 1900

5
0
0
0

4
@
1
5
0

9
@
3
0
0
=
2
7
0
0

柵
高
=
3
5
0
0

4
@
1
5
0

9
@
3
0
0
=
2
7
0
0

柵
高
=
3
5
0
0

1
5
5
0
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異形棒鋼SD345
D32×12本

ガイドプレート

A

A

B

B

異形棒鋼 充填モルタル

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル

6
.
6

6
.
6

12

回転防止用異形棒鋼
D10×2本ケーブルガイド

異形棒鋼SD345
D32×12本

t12 mm

山
側

山側

谷側

谷側

山側

STK400
φ267.4-t6.6

D32×12本
異形棒鋼SD345

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル充填モルタル

σck = 50 N/mm2

C

C

C

C STK400

ケーブルガイド

ガイドプレート

異形棒鋼SD345
D32×12本

φ267.4-t6.6

角鋼

特殊ケーブルガイド

山
側

丸鋼φ19 丸鋼φ19

S=1：2

※（）内数値は，フランジ端部側の寸法を示す．

(60)

補強リブ φ25 孔

フランジ

F8T-M22×90

12

12

110 16

1
1
0

10

1
0

R1
0

25110

110

(129)

(91)

25.7°

φ
5
2
5

φ
4
5
0

(
φ
2
6
7
.
4
)

S=1：10支柱正面図支柱平面図 S=1：10

支柱側面図 S=1：10

支柱断面図 S=1：5

A - A 矢視図 B - B 矢視図 C - C 矢視図

S=1：5ガイドプレート詳細図

崩壊土砂防護柵部材詳細図(1)

(スロープガードフェンス Ｅタイプ／柵高 H= 4.1 m)
端末柱・中間および中間端末柱 ?支柱タイプA?

ケーブルガイド詳細図 S=1：2 特殊ケーブルガイド詳細図 S=1：2 補強リブ詳細図

フランジ詳細図 S=1：5

参考図

80

4180 5000

φ
2
6
7
.
4

根入れ　5000

9180

φ
2
6
7
.
4

20°

φ
2
1
7
.
6

φ
2
0
0

φ
1
4
0

2@150 = 30012@300 = 3600

柵高　4100

20080

50

8
8

5
0

60

8
8

5
0

120

1550
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ガイドプレート

A

A

B

B

異形棒鋼 充填モルタル
回転防止用異形棒鋼
D10×2本ケーブルガイド

山
側

山側

谷側

異形棒鋼SD345
D32×12本

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル

6
.
6

6
.
6

12

異形棒鋼SD345
D32×12本

t12 mm

谷側

山側

STK400
φ267.4-t6.6

D32×12本
異形棒鋼SD345

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル充填モルタル

σck = 50 N/mm2

C

C

C

C STK400

ケーブルガイド

ガイドプレート

異形棒鋼SD345
D32×12本

φ267.4-t6.6

角鋼

丸鋼φ19 丸鋼φ19

S=1：2

※（）内数値は，フランジ端部側の寸法を示す．

(60)

補強リブ
φ23 孔

12

12

80 16

8
0

10

1
0

R1
0

2280

8
0

(91)

(56)

30°

φ
4
5
0

φ
3
8
0

(
φ
2
6
7
.
4
)

フランジ

F8T-M20×80

山
側

特殊ケーブルガイド

S=1：10支柱正面図支柱平面図 S=1：10

支柱側面図 S=1：10

崩壊土砂防止柵部材詳細図(2)

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m)
端末および中間柱 <支柱タイプB>

支柱断面図 S=1：5

A - A 矢視図 B - B 矢視図 C - C 矢視図

S=1：5ガイドプレート詳細図

ケーブルガイド詳細図 S=1：2 特殊ケーブルガイド詳細図 S=1：2 補強リブ詳細図

フランジ詳細図 S=1：5

参考図

3580 6000

φ
2
6
7
.
4

根入れ　6000

9580

2@150 = 30010@300 = 3000

柵高　3500

20080

80
φ
2
6
7
.
4

20°

φ
2
1
7
.
6

φ
2
0
0

φ
1
4
0

50

8
8

5
0

60

8
8

5
0

120

1550

 
新規_19



山
側

ケーブルガイド D10×2本
回転防止用異形棒鋼

充填モルタル異形棒鋼

B

B

A

A

ガイドプレート

山側

谷側

異形棒鋼SD345
D32×12本

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル

6
.
6

6
.
6

12

異形棒鋼SD345
D32×12本

t12 mm

谷側

山側

STK400
φ267.4-t6.6

D32×12本
異形棒鋼SD345

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル充填モルタル

σck = 50 N/mm2

C

C

C

C STK400

ケーブルガイド

ガイドプレート

異形棒鋼SD345
D32×12本

φ267.4-t6.6

角鋼

丸鋼φ19 丸鋼φ19

S=1：2

※（）内数値は，フランジ端部側の寸法を示す．

(60)

特殊ケーブルガイド

山
側

補強リブ φ25 孔

フランジ

F8T-M22×90

12

12

110 16

1
1
0

10

1
0

R1
0

25110

110

(129)

(91)

25.7°

φ
5
2
5

φ
4
5
0

(
φ
2
6
7
.
4
)

端末柱・中間および中間端末柱 <支柱タイプC>
(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.8 m)

崩壊土砂防護柵部材詳細図(3)

S=1：10支柱側面図

S=1：10支柱平面図 支柱正面図 S=1：10

支柱断面図 S=1：5

A - A 矢視図 B - B 矢視図 C - C 矢視図

S=1：5ガイドプレート詳細図

ケーブルガイド詳細図 S=1：2 特殊ケーブルガイド詳細図 S=1：2 補強リブ詳細図

フランジ詳細図 S=1：5

参考図

9880

根入れ　6000

φ
2
6
7
.
4

60003880

80 200

柵高　3800

10@300 = 3000 4@150 = 600

80
φ
2
6
7
.
4

20°

φ
2
1
7
.
6

φ
2
0
0

φ
1
4
0

50

8
8

5
0

60

8
8

5
0

120

1550
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ガイドプレート

A

A

B

B

異形棒鋼 充填モルタル
回転防止用異形棒鋼
D10×2本ケーブルガイド

山
側

山側

谷側

補強リブ φ23 孔

12

12

95 16

9
5

10

1
0

R1
0

2295

9
5

(104)

(66)

30°

φ
4
7
5

φ
4
0
0

(
φ
2
6
7
.
4
)

異形棒鋼SD345
D32×12本

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル

6
.
6

6
.
6

12

異形棒鋼SD345
D32×12本

t12 mm

谷側

山側

STK400
φ267.4-t6.6

D32×12本
異形棒鋼SD345

ガイドプレート

σck = 50 N/mm2
充填モルタル充填モルタル

σck = 50 N/mm2

C

C

C

C STK400

ケーブルガイド

ガイドプレート

異形棒鋼SD345
D32×12本

φ267.4-t6.6

角鋼

特殊ケーブルガイド

山
側

丸鋼φ19 丸鋼φ19

S=1：2

※（）内数値は，フランジ端部側の寸法を示す．

(60)

フランジ

F8T-M20×80

S=1：10支柱正面図支柱平面図 S=1：10

支柱側面図 S=1：10

崩壊土砂防護柵部材詳細図(4)

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m)
端末および中間柱 <支柱タイプD>

支柱断面図 S=1：5

A - A 矢視図 B - B 矢視図 C - C 矢視図

S=1：5ガイドプレート詳細図

ケーブルガイド詳細図 S=1：2 特殊ケーブルガイド詳細図 S=1：2 補強リブ詳細図

フランジ詳細図 S=1：5

参考図

3580 5000

φ
2
6
7
.
4

根入れ　5000

8580

4@150 = 6009@300 = 2700

柵高　3500

20080

80
φ
2
6
7
.
4

20°

φ
2
1
7
.
6

φ
2
0
0

φ
1
4
0
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A B

F
E

φ12mm : W - 5/8上段：φ12-7×19
構造用ストランドロープ

下段：φ18-7×19

F

φ18mm : W - 7/8

φ4 φ4

S=1：4ターンバックル詳細図

メインケーブル概要図 S=1：4

メインケーブル配置

崩壊土砂防護柵部材詳細図(5)

枠長(公差±3%)

A
Inches
(mm)D

Inches

5/8 507

457

18″

L (L=A+B+B)

7/8 523

頭部長 頭平長レーン間隔レーン厚レーン幅

B C E F G

25

33

25

33

21

27

9

11

19

23

備考

φ12mm用

φ18mm用

ターンバックル寸法

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m , 3.8 m , 4.1 m)

S=1：2結合コイル　詳細図ひし形金網　詳細図 S=1：2

巻きつけスパン数 備考

4スパン巻き

3スパン巻き

2スパン巻き

参考図

C L

B

G
300

L

50

50
50

8@50=400

?5
0
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S=1：4ディスタンスキーパー構造図

Uボルト用座金(φ18用)詳細図 S=1：1

φ
9

スプリングワッシャー

M14×60

メインケーブル（φ18） メインケーブル（φ18）

ディスタンスチェーン

ディスタンスチェーン

M14×60
Uボルト（φ18用）

M14×60
Uボルト（φ18用）

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

3.
2

3.2

Uボルト用座金(φ12用)M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

メインケーブル（φ18）

Uボルト用座金(φ12用)

メインケーブル（φ12） メインケーブル（φ12）

ディスタンスチェーン

Uボルト用座金(φ12用)

M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

Uボルト用座金(φ12用)

3.
2

3.2
スプリングワッシャー

M12×53

メインケーブル（φ12)

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

M14×60
Uボルト（φ18用）

ディスタンスチェーン詳細図 S=1：2

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

S=1：2Uボルト(φ18用)詳細図

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 4.1 m)

崩壊土砂防護柵部材詳細図(6)

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

Uボルト用座金(φ12用)詳細図 S=1：1 Uボルト(φ12用)詳細図 S=1：2

参考図

75

1
7

300

6
0

32

(44.7) (8.2)

(30.2)

(7.0)

5
6
.
0

6
5
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6
.
0

φ
1
7
.
0

3
2
.
0?17.0 3

2
.
0

11@300=33002@150+300=600

3900（53リンク）

(44.7) (8.2)
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6
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26
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3
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S=1：4ディスタンスキーパー構造図

Uボルト用座金(φ18用)詳細図 S=1：1

φ
9

スプリングワッシャー

M14×60

メインケーブル（φ18） メインケーブル（φ18）

ディスタンスチェーン

ディスタンスチェーン

M14×60
Uボルト（φ18用）

M14×60
Uボルト（φ18用）

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

3.
2

3.2

Uボルト用座金(φ12用)M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

メインケーブル（φ18）

Uボルト用座金(φ12用)

メインケーブル（φ12） メインケーブル（φ12）

ディスタンスチェーン

Uボルト用座金(φ12用)

M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

Uボルト用座金(φ12用)

3.
2

3.2
スプリングワッシャー

M12×53

メインケーブル（φ12)

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

M14×60
Uボルト（φ18用）

ディスタンスチェーン詳細図 S=1：2

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

S=1：2Uボルト(φ18用)詳細図

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.8 m)

崩壊土砂防護柵部材詳細図(7)

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

Uボルト用座金(φ12用)詳細図 S=1：1 Uボルト(φ12用)詳細図 S=1：2

参考図
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S=1：4ディスタンスキーパー構造図

Uボルト用座金(φ18用)詳細図 S=1：1

φ
9

スプリングワッシャー

M14×60

メインケーブル（φ18） メインケーブル（φ18）

ディスタンスチェーン

ディスタンスチェーン

M14×60
Uボルト（φ18用）

M14×60
Uボルト（φ18用）

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

3.
2

3.2

Uボルト用座金(φ12用)M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

メインケーブル（φ18）

Uボルト用座金(φ12用)

メインケーブル（φ12） メインケーブル（φ12）

ディスタンスチェーン

Uボルト用座金(φ12用)

M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

Uボルト用座金(φ12用)

3.
2

3.2
スプリングワッシャー

M12×53

メインケーブル（φ12)

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

M14×60
Uボルト（φ18用）

ディスタンスチェーン詳細図 S=1：2

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

S=1：2Uボルト(φ18用)詳細図

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m)

崩壊土砂防護柵部材詳細図(8)

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

Uボルト用座金(φ12用)詳細図 S=1：1 Uボルト(φ12用)詳細図 S=1：2

<起点側区間>

参考図
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S=1：4ディスタンスキーパー構造図

Uボルト用座金(φ18用)詳細図 S=1：1

φ
9

スプリングワッシャー

M14×60

メインケーブル（φ18） メインケーブル（φ18）

ディスタンスチェーン

ディスタンスチェーン

M14×60
Uボルト（φ18用）

M14×60
Uボルト（φ18用）

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

3.
2

3.2

Uボルト用座金(φ12用)M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

メインケーブル（φ18）

Uボルト用座金(φ12用)

メインケーブル（φ12） メインケーブル（φ12）

ディスタンスチェーン

Uボルト用座金(φ12用)

M12×53
Uボルト（φ12用）

M12×53
Uボルト（φ12用）

Uボルト用座金(φ12用)

3.
2

3.2
スプリングワッシャー

M12×53

メインケーブル（φ12)

Uボルト用座金(φ18用)

Uボルト用座金(φ18用)

M14×60
Uボルト（φ18用）

ディスタンスチェーン詳細図 S=1：2

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

S=1：2Uボルト(φ18用)詳細図

(スロープガードフェンス　Ｅタイプ／柵高 H= 3.5 m)

崩壊土砂防護柵部材詳細図(9)

ディスタンスチェーン組合せ図 S=1：2

Uボルト用座金(φ12用)詳細図 S=1：1 Uボルト(φ12用)詳細図 S=1：2

<終点側区間>

参考図
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(1)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:50

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(1)

[道路側視]

S=1:50

区間①

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=2.85m

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-920
25φ×350
139.8φ×6.0t-2500

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 26.0
  2
  4
  2
  3
 15
  1
  6
 28.9
 52
 27

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

1 2 3 4 5 6

杭中心座標一覧表

   1
   2
   3
   4
   5

杭番号
  -187,611.008    -79,675.880

x y

  -187,608.241    -79,680.044
  -187,606.480    -79,684.724
  -187,603.774    -79,690.079
  -187,602.001    -79,695.811

   6   -187,601.847    -79,700.808

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

【参考図】

5000 5000

27000

30
00

2
50
0

5
00

6000 6000 5000

24000
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(2)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:50

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(2)

[道路側視]

S=1:50

区間②

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=2.85m

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-920
25φ×350
139.8φ×6.0t-3000

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 24.0
  2
  3
  4
  0
 12
  1
  5
 26.6
 48
 25

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

7 8 9 10 11

杭中心座標一覧表

   7
   8
   9
  10
  11

杭番号
  -187,599.244    -79,698.984

x y

  -187,597.295    -79,704.658
  -187,595.250    -79,710.301
  -187,593.541    -79,716.051
  -187,592.627    -79,721.982

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

【参考図】

6000 6000 6000

24000

30
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3
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5
00
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(3)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:50

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(3)

[道路側視]

S=1:50

区間③

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=2.85m

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-920
25φ×350
139.8φ×6.0t-2500

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 23.0
  2
  3
  3
  1
 12
  1
  5
 25.5
 46
 24

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

12 13 14 15 16

杭中心座標一覧表

  12
  13
  14
  15
  16

杭番号
  -187,990.997    -79,720.482

x y

  -187,989.317    -79,726.242
  -187,987.637    -79,732.002
  -187,986.519    -79,737.897
  -187,984.516    -79,742.479

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

【参考図】
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(4)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:50

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(4)

[道路側視]

S=1:50

区間④

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=2.85m

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-920
25φ×350
139.8φ×6.0t-3500

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 17.0
  2
  2
  2
  1
  9
  1
  4
 18.9
 34
 18

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

17 18 19 20

杭中心座標一覧表

  17
  18
  19
  20

杭番号
  -187,989.525    -79,741.176

x y

  -187,985.430    -79,744.045
  -187,983.478    -79,749.719
  -187,981.527    -79,755.392

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

【参考図】

6000 6000

17000
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(5)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:100

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(5)

[道路側視]

S=1:50

区間⑤

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=3.85m

114.3φ×8.0-5000

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-980
25φ×350
139.8φ×6.0t-2500

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-5000

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 42.0
  2
  6
  7
  0
 21
  1
  8
 46.6
 42
 43

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

21 22 23 24 25 26 27 28

杭中心座標一覧表

  21
  22
  23
  24
  25

杭番号
  -187,980.368    -79,753.694

x y

  -187,927.999    -79,759.208
  -187,925.633    -79,764.722
  -187,922.976    -79,770.101
  -187,920.140    -79,775.389

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

  26
  27
  28

  -187,918.069    -79,781.020
  -187,915.634    -79,786.504
  -187,913.199    -79,791.987

【参考図】
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番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵展開図(6)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:100

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

鋼管杭式落石防護柵展開図(6)

[道路側視]

S=1:100

区間⑥

数量表
名称

ケーブル構成
端末支柱構成
中間支柱構成
サポート構成

間隔保持材構成
ターンバックルJ＆E
鋼管杭
金網(Z-GS3・ナックル）
結合コイル
十字形ピンアンカー

Z-GS3 3.2φ×50×50 H=2.85m

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-5748

PL-65×4.5-920
25φ×350
139.8φ×6.0t-2500

3.2φ×50×300
13φ×500

3.2φ×50×50

3×7 G/O 18φ 10本

114.3φ×8.0-3500

89.1φ×3.2-4748

規格寸法 単位
 ｍ
 本

数量
 38.0
  2
  6
  3
  4
 21
  1
  8
 42.2
 76
 39

 本
 本
 本
 本
箇所
 本
 ｍ
 個
 本

2

29 30 31 32 33 34 35 36

杭中心座標一覧表

  29
  30
  31
  32
  33

杭番号
  -187,914.001    -79,791.725

x y

  -187,911.446    -79,796.016
  -187,908.992    -79,800.314
  -187,906.337    -79,804.613
  -187,903.216    -79,809.770

※杭中心座標は、参考値である。現地状況に応じて変更可であるが、隣接区間とのラップ長を確保すること。

  34
  35
  36

  -187,900.749    -79,715.214
  -187,898.263    -79,820.675
  -187,896.192    -79,825.226

【参考図】
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正面図 S=1/20

側面図 S=1/25

(山 側)

(道路側)

平面図 S=1/25

114.3φ×8.0 - 3500 + セメントミルク

7φ

M20×70（1N,2W）

114.3φ×8.0 - 3500 + セメントミルク

M20×180（1N,4W（大））

J&E 25φ

89.1φ×3.2-4748 4.5t×25×1900
3×7 18φ

M12×40×60

3-4.5×65×920

3.2φ×50×50
750mm間隔（端部は1000mm、1250mm）

3.2φ×50×300
2個/m

M20×70（1N,2W,1ｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ）

139.8φ×6.0

13φ×500

3.2φ×50×50 - 1m

M12×104×132（2N,2W）

3×7 18φ用3×7 18φ用

番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵構造図(1)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:25

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

S=1:25鋼管杭式落石防護柵構造図(1)
（柵高3.0ｍ、支柱間隔5.0ｍ）

【参考図】
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=
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5
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139.8 139.8

5
0
0

139.8 139.8

端末支柱 (STK540)

金網止め丸棒

ロープ取付金具

取付ボルト

中間支柱 (STK540)

取付ボルト

支柱キャップ

サポート取付リング

ターンバックル

サポート(STK400) SS用金網吊板
ワイヤロープ

Uボルト 

間隔保持材

ひし形金網
バインド線

結合コイル

取付ボルト

鋼管杭 (STK540)

十手形ピンアンカー

底部ストッパー

補助ひし形金網

サポート用ストッパー

ロープ用ストッパー

金網止めUボルト

巻付グリップ巻付グリップ
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正面図 S=1/20

側面図 S=1/25

(山 側)

(道路側)

平面図 S=1/25

114.3φ×8.0 - 3500 + セメントミルク

7φ

M20×70（1N,2W）

114.3φ×8.0 - 3500 + セメントミルク

M20×180（1N,4W（大））

J&E 25φ

89.1φ×3.2-5748 4.5t×25×2400

3×7 18φ

M12×40×60

3-4.5×65×920 3.2φ×50×50 750mm間隔（端部は1000mm、1250mm）

3.2φ×50×300
2個/m

M20×70（1N,2W,1ｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ）

139.8φ×6.0

13φ×500

3.2φ×50×50 - 1m

M12×104×132（2N,2W）

3×7 18φ用3×7 18φ用

番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵構造図(2)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:25

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

S=1:25鋼管杭式落石防護柵構造図(2)
（柵高3.0ｍ、支柱間隔6.0ｍ）

【参考図】

3
5
0
0

L

6000 @6000 @6000
4
5

3
0
0
0

2
3
0

2
0
5

9
@
2
8
0=
2
5
2
0

139.8 139.8

5
0
0

139.8 139.8

端末支柱 (STK540)

金網止め丸棒

ロープ取付金具

取付ボルト

中間支柱 (STK540)

取付ボルト

支柱キャップ

サポート取付リング

ターンバックル

サポート(STK400) SS用金網吊板

ワイヤロープ

Uボルト 

間隔保持材 ひし形金網 バインド線

結合コイル

取付ボルト

鋼管杭 (STK540)

十手形ピンアンカー

底部ストッパー

補助ひし形金網

サポート用ストッパー

ロープ用ストッパー

金網止めUボルト

巻付グリップ巻付グリップ
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側面図 Ｓ＝1/25

正面図 Ｓ＝1/20

(山 側)

(道路側)

平面図 Ｓ＝1/25

M20×70（1N,2W）

3.2φ×50×300
2個/m

M20×70（1N,2W,1ｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ）

139.8φ×6.0

114.3φ×8.0 - 5000 + セメントミルク 114.3φ×8.0 - 5000 + セメントミルク

J&E 25φ

89.1φ×3.2-4748 4.5t×25×1900

3×7 18φ

M12×40×60

4-4.5×65×980

3.2φ×50×50

750mm間隔（端部は1000mm、1250mm）

3×7 18φ用3×7 18φ用

7φ

13φ×500

3.2φ×50×50 - 1m

M20×180（1N,4W（大））
M12×104×132（2N,2W）

番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵構造図(3)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:25

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

S=1:25鋼管杭式落石防護柵構造図(3)
（柵高4.0ｍ、支柱間隔5.0ｍ）

【参考図】

取付ボルト

結合コイル

取付ボルト

139.8139.8

鋼管杭 (STK540)

5000 @5000 @5000

端末支柱 (STK540) 中間支柱 (STK540)
支柱キャップ

サポート取付リング

ターンバックル

サポート(STK400) SS用金網吊板

ワイヤロープ

Uボルト 

間隔保持材

ひし形金網

バインド線

巻付グリップ巻付グリップ

金網止め丸棒

ロープ取付金具

5
0
0
0

L

4
5

4
0
0
0

1
5
0

2
0
5

1
2
@
3
0
0=
3
6
0
0

10
0
0

139.8

十手形ピンアンカー

底部ストッパー

補助ひし形金網

サポート用ストッパー

ロープ用ストッパー

取付ボルト
金網止めUボルト
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側面図 Ｓ＝1/20

正面図 Ｓ＝1/20

(山 側)

(道路側)

平面図 Ｓ＝1/20

M20×180（1N,4W（大））
M12×104×132（2N,2W）

M20×70（1N,2W）

3.2φ×50×300
2個/m

M20×70（1N,2W,1ｶﾗｰﾊﾟｲﾌﾟ）

139.8φ×6.0

114.3φ×8.0 - 5000 + セメントミルク 114.3φ×8.0 - 5000 + セメントミルク

J&E 25φ

89.1φ×3.2-5748 4.5t×25×2400

3×7 18φ

M12×40×60

4-4.5×65×980 3.2φ×50×50 750mm間隔（端部は1000mm、1250mm） 3×7 18φ用3×7 18φ用

7φ

13φ×500

3.2φ×50×50 - 1m

番号

工 事 名

路 線 名

鋼管杭式落石防護柵構造図(4)

作成年月

所属地名

図 面 名

1:25

年  度

縮  尺

大阪府岸和田土木事務所

令和 3年 3月

S=1:25鋼管杭式落石防護柵構造図(4)
（柵高4.0ｍ、支柱間隔6.0ｍ）

【参考図】

取付ボルト
金網止めUボルト

取付ボルト

結合コイル

取付ボルト

139.8139.8

鋼管杭 (STK540)

6000 @6000 @6000

端末支柱 (STK540) 中間支柱 (STK540)支柱キャップ

サポート取付リング

ターンバックル

サポート(STK400) SS用金網吊板

ワイヤロープ

Uボルト 

間隔保持材 ひし形金網 バインド線 巻付グリップ巻付グリップ

金網止め丸棒

ロープ取付金具
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0
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1
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2
0
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1
2@
3
0
0
=
3
6
0
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1
0
0
0

139.8

十手形ピンアンカー

底部ストッパー

補助ひし形金網

サポート用ストッパー

ロープ用ストッパー
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床版斜壁 斜　　壁

Ｍ１Ｔ３９

Ｍ１Ｔ３０Ｍ１Ｔ４５Ｍ１Ｔ６０

斜　　壁

組立マンホール構造図（内径９００ｍｍ）
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3

□32

□38
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?168

ALTERATION

改 訂 理 由

CAREER

MARKS

来　歴

符号
DESIGNED
担　当

DATE BY

日 付

BY

APPROVED
承　認

形　式    TYPE　　　　納入先　CUSTOMER.

整   番    FILE No. 製   番    ORDER No.

図　　名    TITLE

所　属

図　　番    DWG.　No.

第　三　角　法
THIRD ANGLE PROJECTION

日　付 尺　度
SCALE

承　　　認
APPROVED　BY

DATE

検　　　図
CHECKED　BY

担　当
DESINGED

BY

製　図
DRAWN

BY

下水用空気弁組立図

1:6
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A3 (297×420)

Ｃ

SUS304

数量

ノズルリスト

材　質

Ｂ

1

1

2

SUS304

SUS304

M16×65L

1

1

1

4

3t

2

1

M8  W付1

1

2

2t

φ8×30L

1

1

1

SUS304

テフロン

SUS304

テフロン

バイトン

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

備　　　考

通過検知部 :NONE
通過確認装置:1/6

SUS304

SUS304

SUS304

製図担当

1

1

1

１台

設計年月日

縮尺

図面番号

製作数

80A SCH20 45° ロング

80A×40A RESCH20

40A JIS 20K

SUS304

材　質

6

7

5

11

10

12

9

13

機器名称

工事件名

客先名

照査

16

15

14

指針

8

番号

2

1

番号

3

9

12

15

13

15

ピグ通過検知部

φ250 パイプ

Ｃ

Ｂ

Ａ φ250 フランジ

Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ

10

1
0

16

3

7

6

5

4

1

9

8

11

16

水圧（耐圧）1.11 ＭＰａ，　気密無し

設　計　条　件

        　　0.74 ＭＰａ

Φ
25
4
.
4

SCH 20S

水協規格7.5k FF PL 

備　　　考

内外面　酸洗い

13

数量

Ａ

45
°

Ａ

1 40A JIS 20K

100

92

2
0
0 3

Ｓ
Ｅ

Ｔ

14

42

表面処理

試験圧力

設計圧力

500

250

参考図

回転軸

ボルト・ナット

パッキン

保護管

保護管

名　　　称

スリーブ

ノズルフランジ

カバーフランジ

Ｕ-ナット

検出爪

ワッシャ

“Ｏ”リング

プラグ

ピグ通過確認装置

ストッパー

大型表示板

t
=
 
6
.
5

Φ
3
6
0

2
1
6

Φ23-8

指針及び字体は赤色

名　　　称
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(1
00
0)

▽1500

▽1000

▽1200

▽0

▽0

きのこ

H=1500 スライダー

H=1000 スライダー

出入口

出入口

出入口

ゴムチップ敷き

ロングスライダー

F2F1

ままごと台

クライム

切り株

▽50

▽50

▽150

切り株

もしもしフォン

もしもしフォン

もしもしフォン

(1
00
0)

▽開口

ままごと台

もしもしフォン

▽螺旋階段

▽G.L.▽150▽50

生物の造形

出入口

▽1500
▽1200

H=1000 スライダー

H=1500 スライダー
迷路の壁

C D

△天井

▽F.L(F1)

(90)
(90)

E

E部展開図 1:40

(90)

2階部分平面図1階部分平面図

C-C断面図

B

A

▽+150
光源・排水穴
（進入不可)

ロングスライダー

▽展望台デッキライン

▽60

▽2400

上部ネット遊具

F1→F2

F3(ネット)→F2

ネット

▽60排水穴

ゴムチップ t=30 □1000

▽50
▽150

内部展開図

きのこ
▽H=1500スライダー▽H=1000スライダー

△ままごと台△壁E△光源・排水穴

▽展望台

※3800=おおよそ1/4の距離

△天井

F

(90)

(90)

(9
0)

光源・排水穴

F部展開図

▽折り返し部

▽F.L(F1)

遊戯施設整備工構造図
S=図示（複合遊具（1））

仮設竪集水桝
S=1:50

平面図

S=1:80 S=1:80

S=1:40

1:801:80

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする

仕様

総重量68587kg

条件： 地耐力５０KN/ｍ２の支持地盤確認の上施工を行う事
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(
1
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備（第２期工事）

富田林市錦織地内

遊戯施設工構造図（複合遊具（1））

図示

４５／７７
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キツツキ 木のツタ

展望台

ロングスライダー

▽FL

もしもしフォン

▽G.L.

キツツキ木のツタ

もしもしフォン位置
展望台

もしもしフォン

生物の造形（例：カタツムリ)

A視立面図 B視立面図

H=1000 スライダー

▽FL

木のツル
木のツル

展望台

ロングスライダー

▽FL

C視立面図

木のツル
もしもしフォン位置

光を取り入れる穴
（進入不可)

▽G.L.

キツツキ

木のツタ

もしもしフォン位置
展望台

生物の造形（例：カタツムリ)

H=1000 スライダー

▽FL

木のツル

ロングスライダー

D視立面図

遊戯施設整備工構造図
（複合遊具（2））

S=1:80 S=1:80

S=1:80 S=1:80

仕様

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする

総重量68587kg

条件： 地耐力５０KN/ｍ２の支持地盤確認の上施工を行う事
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設工構造図（複合遊具（2））

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

４６／７７
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25
25

鉄筋D10 @100
    D13 @600

上・中・下塗り:モルタル ゴムチップ t=10mm

▽床面

△天井

▽50
 コンクリート内部18-8-25BB

ラス張り

10
0 15

▽G.L.

上・中・下塗り:モルタル
表面 上塗り擬木仕上げHM工法

鉄筋D10 @100
    D13 @600

25

地際詳細図
天井・床 詳細図

鉄筋D10 @100
    D13 @600

上・中・下塗り:モルタル
表面 上塗り擬木仕上げHM工法

25 25

上部壁部詳細図

展望台デッキ取付図

鉄筋D10 @100
    D13 @600

手摺φ34.0x3.2
格子φ27.2x2.3

格子鉄筋溶接

補強アングル L=75x75x9

土間コエ押さえ

ウレタン塗装仕上げ

D-13 差筋アンカー
   本体鉄筋溶接

基礎平面図

基礎位置

配筋 D13 @200タテヨコ

D13@1000 繋ぎ筋

遊戯施設整備工構造図
S=図示（複合遊具（3））

S=1:15

S=1:15

S=1:100

S=1:20

S=:15

基礎砕石 RC-40

仕様

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする

総重量68587kg

条件： 地耐力５０KN/ｍ２の支持地盤確認の上施工を行う事

 コンクリート24-8-20

100 100

40
0

1
50

7
0

7
0
26
0

配筋 D13 @200D13@1000 タテ 基礎コンクリート（24-8-20）

基礎砕石（RC-40）

基礎工敷設断面図 （Ａ－Ａ）1:100

80 13
0

1
00

100

800080
00

70

10
0

4
00

8200

8000

39＠200=7800

6@1000=6000 1000798

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設工構造図（複合遊具（3））

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

４７／７７
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遊戯施設整備工構造図
(法面遊具  (1) ) S=図示 

入り口詳細図

側溝詳細図 側溝蓋詳細図

S=1:15 S=1:15

S=1:40

▽GL+2000 ▽GL+2000▽GL+2000

内部鉄筋

D10 150タテヨコ

表面ゴムチップ t=15mm

給水管 25A

基礎砕石 RC-40

コンクリート
24-18-20

表層ゴムチップ
30 30

3
5

35 35

53
0

表層ゴムチップ t=10

1
0

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする

止水栓

止水栓

仕様

総重量総重量19595kg
条件： 地耐力５０KN/ｍ２の支持地盤確認の上施工を行う事
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ガイドバー:φ34.0x3.2

▽すべり面

▽F.L
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0
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側壁:人造石研ぎ出し仕上
   t25内外

絵柄：ゴムチップ 少年と豆の木風

ゴムチップマット

側壁:人造石研ぎ出し仕上
   t25内外

クライミングホールド100～400mm 合計：25個
どんぐり・木の枝・狸の足跡・きのこ・カエル 各5個
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     図案については監督職員との協議の上決定すること
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (法面遊具 (1) )

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

４８／７７

130.0

126.0

▽８連滑り台 ▽クライミング▽階段▽岩山登り

▽８連滑り台
▽クライミング ▽階段 ▽岩山登り
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遊戯施設整備工構造図
(法面遊具 (2) ) S=図示 

滑り部断面図

クライミング断面図

スベリ面断面拡大図階段面断面拡大図ゴムチップ面断面拡大図岩山のぼり詳細断面図

階段断面図

岩山断面図

降り口ゴムチップ面断面拡大図

S=1:80

S=1:80

S=1:80

S=1:80

S=1:30

S=1:30S=1:30S=1:30S=1:30

▽GL+2000 ▽GL+2000
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0
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0

(2
5)

コンクリート
内部鉄筋

D10 150タテヨコ
砕石

内部鉄筋
D10 150タテヨコ

基礎砕石 RC-40
10

0

20
0

20
0

50 200

砕石

EPDM t=10mm

ヒジキゴム t=20mm

▽G.L.

砕石

コンクリート

内部鉄筋

D10 150タテヨコ

砕石

ゴムチップ t=15mm

15

15

モルタル下地 t=15mm

▽GL+2000

砕石

φ10 デザイン配筋@150タテヨコ
ラス張り

D10 差筋アンカー

表面擬岩仕上げ HM工法
凹凸 t=300～50

24-18-20
基礎砕石 RC-40

仕様
・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする

総重量総重量19595kg

条件： 地耐力５０KN/ｍ２の支持地盤確認の上施工を行う事
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (法面遊具 (2) )

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

４９／７７

▽130.0

▽130.0

▽130.0
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遊戯施設整備工構造図
(砂場) S=図示 

▽G.L.

▽G.L.

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。

・本製品は、(社)日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

・本製品は、(社)日本公園施設業協会 JPFA-SP-S:2014に準拠する。

・本製品は、(社)日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。

・本製品は、(社)日本公園施設業協会SPマークを表示する。

仕様

・表面 超速硬化ウレタン吹き付け仕上げ

▽砂ライン

ウレタンフォーム t30

EPS材

D10@300

D-10-2

超速硬化ウレタン吹き付け t2～3

表面木目風塗装

スチロール t=50

超速硬化ウレタン吹き付け t2～3

表面木目風塗装

VUφ100
A

平面図

S=1:40

A-A断面図

S=1:40

断面詳細図

S=1:5

基礎砕石(RC-40)

コンクリート(18-8-25BB)

コンクリート(24-18-20)

(砂)

基礎砕石(RC-40)

▽G.L.
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (砂場)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５１／７７
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外観図

遊戯施設整備工構造図
(揺動系遊具１) S=図示 

S=1:5

アンカー

支柱

グリップ

上台

落
下
高
さ

上台    ：FRP成形品 合成樹脂塗装（ターコイズ）

グリップ：EPDM成形品（パープル）

支柱    ：φ60.5Xt3.8 鋼管

          溶融亜鉛メッキ 合成樹脂塗装（ライトグレー）

機構部  ：マルチリンク機構（ストッパーゴム付）

アンカー：t6X44 平鋼 溶融亜鉛メッキ

質量  ：72kg

 設置上の注意

・本製品の専有スペースとしての安全域を確保すること。

・落下等による危険を最少にするために安全域内の設置面

  には適切な衝撃吸収性を有する材料を敷設すること。

・基礎上面は図のように必ず地面から下げて施工すること。

・本製品はおおむね3才～12才を対象とする。

・本製品はJPFA-SP-S:2014に準拠した製品とする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会の団体加入する

 公園施設団体賠償責任保険制度を適用する。

コンクリート
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25
0

65
0

3
00

73
5

(
24
8)

(1500)

(4
8
7)

1000

1100

500

600

(
87
3)

10
0

(500)

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (単体遊具１)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５２／７７
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外観図

遊戯施設整備工構造図
(揺動系遊具２) S=図示 

S=1:10

上台    ：FRP成形品 合成樹脂塗装（インディゴブルー）

グリップ：アルミ合金鋳物 合成樹脂塗装（オレンジ）

ステップ：アルミ合金鋳物 合成樹脂塗装（オレンジ）

支柱    ：φ60.5Xt3.8鋼管

          溶融亜鉛メッキ 合成樹脂塗装（ライトグレー）

機構部  ：マルチリンク機構（ストッパーゴム付）

アンカー：t6X44 平鋼 溶融亜鉛メッキ

質量  ：23kg

グリップ

上台

ステップ

支柱

アンカー

 設置上の注意

・本製品の専有スペースとしての安全域を確保すること。

・落下等による危険を最少にするために安全域内の設置面

  には適切な衝撃吸収性を有する材料を敷設すること。

・基礎上面は図のように必ず地面から下げて施工すること。

・本製品はおおむね3才～6才を対象とする。

・本製品はJPFA-SP-S:2014に準拠した製品とする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会の団体加入する

 公園施設団体賠償責任保険制度を適用する。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (単体遊具２)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５３／７７
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外観図

遊戯施設整備工構造図
(揺動系遊具３) S=図示 

S=1:15

上台

ステップ

支柱

アンカー

 設置上の注意

・本製品の専有スペースとしての安全域を確保すること。

・落下等による危険を最少にするために安全域内の設置面

  には適切な衝撃吸収性を有する材料を敷設すること。

・基礎上面は図のように必ず地面から下げて施工すること。

・本製品はおおむね1才～3才を対象とする。

・本製品はJPFA-SP-S:2014に準拠した製品とする。

・本製品は（一社）日本公園施設業協会の団体加入する

 公園施設団体賠償責任保険制度を適用する。

ハンドル

可動範囲を示す

基礎を示す

落
下
高
さ

上台    ：t19 HPEパネル
ハンドル：アルミ合金鋳物 合成樹脂塗装（イエロー）
ステップ：アルミ合金鋳物 合成樹脂塗装（ライトグレー）
支柱    ：100×50×t3.2角鋼管
     溶融亜鉛メッキ 合成樹脂塗装（ライトグレー）
機構部  ：マルチリンク機構
     （セーフティカバー・ストッパーゴム付）
アンカー：t6X44 平鋼 溶融亜鉛メッキ
質量  ：75kg

RC-40
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (単体遊具３)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５４／７７
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遊戯施設整備工構造図
(揺動系遊具４) S=図示 

立面図

側面図

S=1:10

S=1:10

基礎砕石 RC-40

均しコンクリート

コンクリート 

M12アンカーボルト
締め付け後防錆塗装

□-3.2×100×50

アルミ鋳物ステップ

本体 t=19mm
高密度ポリエチレン板

700×500

600×400

(780)

(400)

(246)

(
6
6
0
)

7
5
0

2
0
0

4
0
0

5
0

1
0
0

(
5
1
0
)

24-8-20

・高密度ポリエチレン板の寸法は、内外寸法とする。

・カラーは、メーカー指定色とする。

・設置する上で、安全領域を確保する事とする。

・遊具の対象年齢は、３～６才を対象とする。

・ISO 9001:2015認証取得企業の製品とする。

・支柱部は溶融亜鉛メッキとし、その他の鋼材は電気亜鉛メッキとする。

・一般社団法人 日本公園施設業協会 SPマーク表示認定企業の製品とする。 

・遊具の安全に関する規準JPFA-SP-S:2014に適合した製品とする。

・一般社団法人 日本公園施設業協会 団体賠償責任保険に加入した製品とする。

・本製品の設計図面の変更、模倣を禁止する。

▽GL

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (単体遊具４)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５５／７７
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ステップ部平面図

遊戯施設整備工構造図
(木登りＡ) S=図示 

S=1:30

（Ａ）

▽1200

▽G.L.

1
0
0

1
0
0

50 50

(250)

造形鉄筋ＨＭ工法（擬木)

ステップ部

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

仕様

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (木登り)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５６／７７
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立面図

遊戯施設整備工構造図
(木登りＢ) S=図示 

S=1:30

ステップ部平面図

S=1:30

（Ｂ）

▽840

▽G.L.

1
0
0

1
0
0

50 50

(250)

造形鉄筋ＨＭ工法（擬木)

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

仕様

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (木登り)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５６／７７
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遊戯施設整備工構造図
(木登りＣ) S=図示 

ステップ部平面図

S=1:30

（Ｃ）

造形鉄筋ＨＭ工法（擬木)

▽G.L.

10
0

10
0

50 50

(250)

▽840

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

仕様

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (木登り)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５６／７７
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遊戯施設整備工構造図
(健康遊具Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ)

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

健康遊具Ａ
S=1:30

400
300

500
400

30
0

10
0

□60

G.L. G.L.

φ27.2

平面図

PE板 t19
PE板 t19

主要材料：スチール/ステンレス、ポリエチレン板

設置寸法：W600 × D640 × H970

※ ステンレス仕様はミガキ（無塗装）とする。

※ISO9001認証取得企業で品質管理された製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業の製造製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険に加入した製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (踏み台)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）
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遊戯施設整備工構造図

5
0

1
0
0

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

(健康遊具Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ)

健康遊具Ｂ
S=1:20
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□300

□400

5
0
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0

4
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4
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タイプ A
太

タイプ B
中

タイプ C
細

参考配置図 S=1/40

1
0
0

9
0

9
0

1
5
0

配置は自由に変更可能です。

タイプ A

タイプ B

タイプ C

表面：滑り止めシール

表面：滑り止めシール

表面：滑り止めシール

▼ G.L.

▼ G.L.

▼ G.L.

主要材料：スチール/ステンレス

設置寸法：W2000 × D150 × H150（太）

     W2000 × D125 × H150（中）

     W2000 × D100 × H150（細）

※ ステンレス仕様はミガキ（無塗装）とする。

※ISO9001認証取得企業で品質管理された製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業の製造製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険に加入した製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (平均台)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）
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遊戯施設整備工構造図

50

1
00

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

(健康遊具Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ)

健康遊具Ｃ
S=1:20

□800

□700

75
0

※ISO9001認証取得企業で品質管理された製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業の製造製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険に加入した製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (アーチ型ポール)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）
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遊戯施設整備工構造図
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コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

(健康遊具Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ)

健康遊具Ｄ
S=1:40
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400×1100

300×1000

400×1100

4
0
0

4
0
0

ＧＬ

2
0
0

150190.2

２基 ２基
2
0
0

ピクトシール

桧材 ｔ40

φ34.0×ｔ2.0（SUS)φ34.0×ｔ2.0（SUS)
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φ48.6×ｔ3.0（SUS)

φ48.6×ｔ3.0（SUS)

φ34.0×ｔ2.0（SUS)

ピクトシール

※ISO9001認証取得企業で品質管理された製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業の製造製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険に加入した製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (ワーム型ベンチ)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）
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遊戯施設整備工構造図
(鉄棒３連) S=図示 

□

□

10
0

350

450

50
45

0

コンクリート 18－8－25BB

基礎砕石 RC-40

内部鉄筋 D13@150 タテヨコ

1,
80
0

1,
80

0

35
0

350

φ60.5

75

65

35

81

十字穴付小ネジ M6

M10

M10

M10 M10

指定外ボルトは六角穴付止めネジ使用とする。

15
0

1,
80

0

立面図

基礎伏図 S=1/40

1,800 1,800 1,800

バ－φ28メッキ丸鋼

1,
10

01,
30
01,
50

0

平面図

※ISO9001認証取得企業で品質管理された製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会 SPL表示認定企業の製造製品とする。

※（一社）日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険に加入した製品とする。

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (鉄棒３間)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）
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平面図

S=1:80

遊戯施設整備工構造図
(ローラーコースター (1) ) S=図示 

側面展開図(センターライン)

S=1:80

平面配置図

S=1:400
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梁
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溶融亜鉛メッキ処理
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床 シマPL-3.2
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ローラー ソフトローラー
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手摺り φ34.0×ｔ3.2

転落防止柵（フルビーム）

リング φ27.2×ｔ2.8
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L型擁壁
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・使用パイプ類はジンクロメートメッキ、または同等以上の品質を有するメッキ処理を施す。

・ネジはジンクロメートメッキ、ＴＰはＳＵＳとする。

仕  様

・一般社団法人 日本公園施設業協会の生産物賠償責任保険加入製品とする。

・対象年齢は、おおむね３～６才、６～１２才とする。

・一般社団法人 日本公園施設業協会の「遊具の安全に関する規準」に対応。

・設置面は衝撃吸収効果を有するものを推奨する。

・下塗りはエポキシ樹脂系プライマーを塗装し、上塗りは合成樹脂系塗料を塗装し焼付塗装とする。

・一般社団法人 日本公園施設業協会のＳＰ表示認定企業の製品と同等以上とする。

・本図はＧＬが水平時のものとし、基礎コンクリート天端までの深さは最小値を示す。

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

遊戯施設整備工構造図 (ﾛｰﾗｰｺｰｽﾀｰ (1) )

桜木の里改修整備（第２期工事）

６１／７７
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遊戯施設整備工構造図
(ローラーコースター (2) ) S=図示 

基礎詳細図

S=1:60

転落防止柵断面図

S=1:20

着地マット詳細図

S=1:60

ローラー断面詳細図

S=1:20
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・ カラーは、メーカー標準色とする。

・ 一般社団法人 日本公園施設業協会、ＳＰＬマーク表示認定製品とする。

・ 一般社団法人 日本公園施設業協会、団体賠償責任保険に加入した製品とする。

＊マットの基礎は、スライダ－設置後に施工すること。

基礎
 上場筋 タテ  3-D10・ヨコ  3-D10
 下場筋 タテ  5-D13・ヨコ  5-D13
支柱
 φ114.3×ｔ4.5
ベースプレート
 300×300×ｔ16
アンカーボルト
 4-M16Wナット（フック付） 

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

遊戯施設整備工構造図 (ﾛｰﾗｰｺｰｽﾀｰ (2) )

桜木の里改修整備（第２期工事）
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 ｺｰｽﾀｰまち手すり  配置図 

 C-C断面図 
S=1:50

S=1:40S=1:200

手すり基礎(1)

管理施設工構造図
S=図示(ﾛｰﾗｰｺｰｽﾀｰまち手すり)

φ48.6支柱
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(第3期工事)
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・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S：2014に準拠とする。

仕様

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 SP・SPLマークWo表示認定企業の製品とする。
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

(坂路手すり・ﾛｰﾗｰｺｰｽﾀｰまち手すり)

管理施設工構造図
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断面構造図

サービス施設工構造図
(水飲み) S=図示

S=1:10

平面図 右側面図

立面図 左側面図

基礎砕石 RC-40

コンクリート 
18-8-25BB

S=1:20 S=1:20

S=1:20S=1:20

1
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0

2
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2
0
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8
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7
0
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1
5
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250450
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0
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1
5
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8
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7
0
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1
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6
0
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2
5
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85
0

1100

400700

75

55
0

75
40
0

7
5

300

40
0

特記仕様

本 体  鉄筋デザイン組コンクリート構造

鋼 材  ＪＩＳ規格品

仕上げ  クラッシュタイル貼り仕上

・本製品の設計図面の変更、模倣を禁止する。

・一般社団法人 日本公園施設業協会 団体賠償責任保険に加入した製品とする。

・一般社団法人 日本公園施設業協会 SPLマーク表示認定企業の製品とする。

・ISO 9001:2015認証取得企業の製品とする。

※給水管・配水管の向きは現場打ち合わせにて決定致します。

※凍結の恐れのある場所では、破裂の危険がありますので、別途水抜き栓を

設置してください。

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (水飲み)

桜木の里改修整備（第２期工事）

６９／７７

 
新規_69



平面図 ①-①断面図

②-②断面図

座面詳細図

そで壁観覧ベンチ

サービス施設工構造図
(観覧ベンチ) S=図示

S=1:10

S=1:100 S=1:20

S=1:20

仕 様 
１）再生木材は廃木粉５０％＋廃ポリエチレン４５％配合とする。
２）特記なき限りボルト、ワッシャ類は溶融亜鉛メッキ仕上げ、
  鋼材類は錆止めの上、ウレタン塗装仕上げとする。
３）一般社団法人 日本公園施設業協会の賠償責任保険加入製品とする。

既存便所

NO.2 1

1

2

2

ｔ＝１０ 調整モルタル

ｔ＝６ 加工金物

2
0

3
0

10

３０×１５０ 再生木材

Ｍ１０ ケミカルアンカー

φ５木ネジ

1010

7,000

4@
600
＝2,4

00

630

630

630

630

3,000

3,000

630

2,230

1,000

5
0

1
0
0

150150
630

150150

132.6

132.2

132.2

座面 再生木材

そで壁

金ゴテ押え

ベンチ型擁壁

均しコンクリート 18-8-25BB

基礎砕石 RC-40
均しコンクリート(18-8-25)

再生クラッシャーラン(RC-40)基礎

コンクリート 24-8-20

コンクリート 24-8-20

座面

面取り

面づら幅=30

▽132.2

▽131.0

均しコンクリート 18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

コンクリート 24-8-20

座面 再生木材

均しコンクリート 18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

コンクリート 24-8-20

基礎砕石 RC-40

均しコンクリート 18-8-25BB 基礎砕石 RC-40

均しコンクリート 18-8-25BB

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (観覧ベンチ)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７０／７７
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0
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サービス施設工構造図
(観覧ベンチ 配筋図) S=図示

平面図上面

S=1:50

平面図下面

S=1:50

①-①断面面

S=1:50

②-②断面面

S=1:50

鉄筋表

鉄筋加工表

種別 形式 径 本数 長さ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３

W1 D13

W2 D13

W3 D13

W4 1 D13

W5 5 D13

F1 10 D13

F2 11 D13

F3 8 D13

F4 11 D13

記 号 径 長 さ 本 数 単位質量 １本当り質量 質 量 摘 要
(mm) (kg/m) (kg) (kg)

W1 D13 0.995

W2 D13 0.995

W3 D13 0.995

W4 D13 0.995

W5 D13 0.995

F1 D13

F2 D13 0.995

F3 D13 0.995

F4 D13 0.995

D13 352 kg

合計 352 kg

L1

L
3
×

3

L3

L1

L1

L
3

L2

L3

形式7

形式8 形式9 形式10

Ｌ4

形式11

形式1 形式2 形式3

形式4 形式5

L2

L
1

L2 L
3

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

L
2

W6 3 D13

0.995

(平均長)

(平均長)

形式6

L
2

L
2

W6 D13 0.995

W7 4 D13

W7 D13 0.995

537

W8 2 D13

F5

F6

F5 D13

F6 D13

7

9

D13

D13

525

834(平均長)

628(平均長)

954

748

5

2

3

1

1

1

1

1

266 150566

360 150660

150

6

6

6

60

60

60

2851 2551

2551 1502851

549 1954 1502653

W8 D13 0.995

537

954

748

566

660

2851

2851

2653

5

2

3

1

1

1

1

1

29 460 600 300 1503310

10 68606860

140 2370 150266010

10 68606860

150 120 14056029

29 410 110 901220

3310

6860

2660

6860

560

1220

0.995

0.995

29

10

10

10

29

29

0.534

0.949

0.744

0.563

0.657

2.837

28.010

2.640

3.293

6.826

2.647

6.826

0.557

1.214

3

2

2

1

1

3

28

3

96

68

26

68

16

35

L2×3

L1

L
2

L2 L
1 L
1

L1
L2

L1

L1
L1

L
1

コンクリート 24-8-20

L
4

コンクリート 24-8-20

鉄筋組立図 鉄筋組立図
年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (観覧ベンチ 配筋図)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７１／７７
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サービス施設工構造図
(サークルベンチ) S=図示

S=1:20
平面図

立面図
S=1:20

断面図
S=1:20

・木材防腐処理は、低毒性木材防腐剤加圧注入処理とする。

・木材は、ヒノキ（一等材）とし、カンナ・ペーパーがけの上、木材保護着色塗料（チョコレート）塗装仕上げとする。

・木材角面は、全てＲ面取りとする。

・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理の上、ポリエステル樹脂粉体塗装（ダークグレー）仕上げとする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

・本製品は、ＩＳＯ９００１認証取得企業製品とする。

脚：φ６０．５×３．８

座板：ヒノキ ３０ｔ

六角穴付化粧小ネジ Ｍ６ ＳＵＳ

コーチスクリュー Ｍ１２ ＳＵＳ

PL-6

座板：ヒノキ ３０ｔ

フレーム：φ４８．６×３．５

座板：ヒノキ ３０ｔ

▼

▼
▽

▽

▽

▽

▽

▽

ベースＰＬ－４．５

フレーム：φ４８．６×３．５

六角穴付化粧小ネジ Ｍ６ ＳＵＳ

1073.
4（周

長はＲ
１０２

５とす
る）

▼ジョイント位置

▽脚位置

7530075

220

40
0

450

40
0

φ2500

R2
050
0

60°

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (サークルベンチ)
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遊戯施設整備工構造図
(腰掛ベンチ) S=図示 

A

A

▽G.L.

平面図 1:80

A-A断面詳細図 1:80

人造石研ぎ出し仕上げ t25mm内外

コンクリート 18-8-40

・本製品製作工場は、ISO9001:2015認証工場の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SP･SPLマーク表示認定企業の製品とする。
・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会SPLマークを表示する。

鉄筋D10@150タテヨコ
ラス張り

均しコンクリート

目地コーキング仕上げ

バックアップ材

分割化ライン詳細図 1:2

▽分割ライン

仕様

基礎砕石 RC-40

4
0
0

1500

400

1
00

4
0
0

5
0
0

1
0
0

128°

340

50 400 50

500

5
0

10

3000

24000

3000

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

遊戯施設整備工構造図 (腰掛ベンチ)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

５０／７７
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サービス施設工構造図
(カウンターベンチ) S=図示

平面図
S=1:20

立面図
S=1:20

ベンチ側面図
S=1:20

テーブル側面図
S=1:20

・木材防腐処理は、低毒性木材防腐剤加圧注入処理とする。

・木材は、ヒノキ（一等材）とし、カンナ・ペーパーがけの上、木材保護着色塗料（チョコレート）塗装仕上げとする。

・木材角面は、全てＲ面取りとする。

・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理の上、ポリエステル樹脂粉体塗装（ダークグレー）仕上げとする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

・本製品は、ＩＳＯ９００１認証取得企業製品とする。

デッキを示す

天板：ヒノキ ３０ｔ

フレーム：ＰＬ－６

テーブル脚：

φ６０．５×３．８／ＰＬ－６

コーチスクリュー Ｍ１２ ＳＵＳ

貫：φ３４×３．２

座板：ヒノキ ３０ｔ

天板：ヒノキ ３０ｔ

デッキを示す

コーチスクリュー Ｍ１２ ＳＵＳ

ベンチ脚：

φ６０．５×３．８／ＰＬ－６

フレーム：ＰＬ－６

座板：ヒノキ ３０ｔ

300

445

1
0

3
9
7

1500

1500

2
9
0

4
4
5

8
5
2

4
1
0

7
3
0

480 540 480

7
3
0

220

397

5
2
8

4
1
0

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (カウンターベンチ)
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サービス施設工構造図
(テーブルベンチ) S=図示

テーブル側面図
S=1:20

ベンチ側面図
S=1:20

立面図
S=1:30

平面図
S=1:30

基礎伏図
S=1:50

木材防腐処理は、低毒性木材防腐剤加圧注入処理とする。

木材は、ヒノキ（一等材）とし、カンナ・ペーパーがけの上、木材保護着色塗料（チョコレート）塗装仕上げとする。

木材角面は、全てＲ面取りとする。

鋼材は、電気亜鉛メッキ処理の上、ポリエステル樹脂粉体塗装（ダークグレー）仕上げとする。

アルミ合金鋳物は、ＡＣ３Ａとし、ウレタン樹脂塗料塗装（ダークグレー）仕上げとする。

本製品は、一般社団法人 本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

本製品は、ＩＳＯ９００１認証取得企業製品とする。

テーブル脚：

φ７６．３×４．２／ＰＬ－６

六角ボルト

２－Ｍ１２Ｘ２５Ｌ ＳＵＳ

砕石

均しモルタル１：３

（空練り）    

ＰＣコンクリ－ト

六角ボルト

２－Ｍ１２×２５Ｌ ＳＵＳ

ベンチ脚：

φ６０．５×３．８／ＰＬ－６

フレーム：ＰＬ－６

座板：ヒノキ ３０ｔ

砕石

2
10

ＰＣコンクリ－ト

均しモルタル１：３

（空練り）    

ＵＤレール：アルミ合金鋳物

天板：ヒノキ ３０ｔ

フレーム：ＰＬ－６

つなぎ：

φ３４×３．２

つなぎ：

φ４８．６×３．５

ＵＤレール：アルミ合金鋳物

天板：ヒノキ ３０ｔ

座板：ヒノキ ３０ｔ

1
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00
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0
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0
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0
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1050

225225 600
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0

86
0
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0

150
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (テーブルベンチ)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７４／７７
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サービス施設工構造図
(かまどベンチ) S=図示

平面図
S=1:20

正面図
S=1:20

側面図
S=1:20

かまど使用時平面図
S=1:10

・木材は、低毒性木材防腐剤加圧注入処理とする。

・木材は、ヒノキ（一等材）とし、カンナ・ペーパーがけの上、木材保護着色塗料（色：チョコレート）塗装仕上げとする。

・木材角面は、全てＲ面取りとする。

・かまどは、鋳鉄ＦＣＤとし、ポリエステル粉体塗装（ダークグレー）仕上げとする。

・五徳は、鋳鉄ＦＣとし、ポリエステル粉体塗装（ダークグレー）仕上げとする。

・底カバーは、ステンレス（ＳＵＳ３０４）とし、２Ｂ材とする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

・本製品は、ＩＳＯ９００１認証取得企業製品とする。

底カバー：ＰＬ－２．０ ＳＵＳ

五徳：φ３８５ ＦＣ

底カバー：ＰＬ－２．０ ＳＵＳ

基礎砕石 RC－40

コンクリート 18-8-25BB

アンカーボルト

Ｍ１２Ｘ１５０Ｌ

座板：ヒノキ ９４Ｘ４４

座板：ヒノキ ９４Ｘ４４

かまど：鋳鉄 ＦＣＤ
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (かまどベンチ)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７２／７７
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サービス施設工構造図
(ベンチ) S=図示

平面図
S=1:20

正面図
S=1:20

側面図
S=1:20

基礎伏図
S=1:20

・木材は、低毒性木材防腐剤加圧注入処理とする。

・木材は、ヒノキ（一等材）とし、カンナ・ペーパーがけの上、木材保護着色塗料（チョコレート）塗装仕上げとする。

・木材角面は、全てＲ面取りとする。

・鋼材は、電気亜鉛メッキ処理の上、ポリエステル樹脂粉体塗装（ホワイト）仕上げとする。

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会賠償責任保険加入製品とする。

・本製品は、ＩＳＯ９００１認証取得企業製品とする。

座板：ヒノキ ３０ｔ

フレーム：ＰＬ－６

座板：ヒノキ ３０ｔ

化粧ナット Ｍ８

つなぎ：φ３４×３．２

2
1
0

基礎砕石 RC-40

均しモルタル１：３

（空練り）    

ベンチ脚：

φ６０．５×３．８／ＰＬ－６

ＰＣコンクリ－ト

六角ボルト

２－Ｍ１２×２５Ｌ ＳＵＳ
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年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

サービス施設工構造図 (ベンチ)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７３／７７
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園路広場整備工構造図
S=図示 (にぎわいデッキ(1))

平面図

S=1:60

立面図(A-A)

S=1:60

断面図(B-B)

S=1:60

矢視図(C-C)

S=1:60

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

縦格子 18×30 アルミ

格子受 30×50 アルミ

根太[-70×150×6 アルミ

大引-1 [-70×150×6 アルミ

支柱□120×120 アルミハニカム

床板 23×148 再生木材（ノーコイン加工）

柱脚金物

斜材 L75×75×6 アルミ

コンクリート基礎 800×800×400

18-8-25BB

コンクリート基礎 500×500×400

▽134.50

130.0

▽134.51

現況
地盤

U-150

L型擁壁

▽132.75

130.9

計画地盤

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

根太[-70×150×6 アルミ

大引-1 [-70×150×6 アルミ

支柱□120×120 アルミハニカム

床板 23×148 再生木材（ノーコイン加工）

布基礎コンクリート
斜材 L75×75×6 アルミ

踏面300 蹴上150

踏
面
3
0
0
 蹴
上
15
0

幕板 23×148 再生木材

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

コンクリート基礎 800×800×400

根太[-70×150×6 アルミ

大引-1 [-70×150×6 アルミ

支柱□120×120 アルミハニカム補助手摺 φ40 再生木材（アルミ芯）

大引-2 □100×100 アルミハニカム

大引-1 [-70×150×6 アルミ

M12あと施工アンカー

基礎砕石 RC-40

コンクリート基礎 500×500×400

18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

コンクリート基礎 800×800×400

18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

2
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180
0

12705
 （高欄地覆

板付）

13041

1
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4
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600

12705 (高欄地覆板付)
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1500

820 2000 2114

65
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1
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1370
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1
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0

仕様
１）再生木材は再生ポリエチレン45％、木粉比率50％以上の配合比率とする。
２）再生木材の比重は1.3以上とする。
３）構造材アルミ合金材質はA6063S－T5以上の強度を有するものとし、アルマイト処理（マットブラウン色）を施した材料とする。
４）特記なき限りボルト、ワッシャ類は溶融亜鉛めっき仕上げ、若しくは同等以上とする。（ビス類を除く）
５）図示された製品は賠償責任保険加入製品とする。
６）基礎工法（PINFOUNDATION工法）はNETIS登録実績技術（国土交通省新技術）とする。
７）現地現況位置の地盤調査を実施して、監督員と協議の上、打込みピン長さを決定すること。
８）（社）日本公園施設業協会SP、SPL表示認定企業の製造製品とする
９）支柱の長さは現況地盤により、変更することとする。

床板 23×148 再生木材（ノーコイン加工）

▽134.5

▽130.7

▽130.8

▽132.496

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

▽134.0

▽134.0

▽131.6

▽FL 134.5

▽FL 134.0

▽GL 130.8▽GL 130.7

避難用

開口部
避難用

開口部
▽FL 131.6

▽FL 132.496

補助手摺 φ40 再生木材（芯材 アルミ）

▽FL 134.5

1：
1.
8

▽FL 134.0

▽GL 130.7

▽FL 131.6

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

(にぎわいデッキ・コースターデッキ階段１）
園路広場整備工構造図

 
新規_78



園路広場整備工構造図
S=図示 (にぎわいデッキ(2))

根太伏図

S=1:60

矢視図(D-D)

S=1:60

矢視図(F-F)

S=1:30

拡大図(F-F)

S=1:20拡大図(E-E)

S=1:30
接続部平面図

S=1:30

(134.5)

131.0

130.8

130.7

コンクリート基礎

800×800×400

コンクリート基礎500×500×400

コンクリート基礎500×500×400

大引-2 □100×100 アルミハニカム

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

床板 23×148 再生木材

（ノーコイン加工）

階段床板 23×148 再生木材

支柱□120×120 アルミハニカム

大引-2 □100×100 アルミハニカム

階段床板 23×148 再生木材

幕板 23×148 再生木材

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

支柱□120×120 アルミハニカム

大引-1 [-70×150×6 アルミ

大引-1 [-70×150×6 アルミ

幕板 23×148 再生木材

支柱□120×120 アルミハニカム

大引-1 [-70×150×6 アルミ

手摺 90×71 再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80 再生木材（芯材 アルミ）

床板 23×148 再生木材

門扉 H=550

カンヌキ・ストッパー付キャスター共

大引-1 [-70×150×6 アルミ

M12あと施工アンカー
コンクリート基礎 500×500×400

18-8-25BB

基礎砕石 RC-40
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布基礎コンクリート

根太[-70×150×6 アルミ

大引[-70×150×6 アルミ

▽134.0

布基礎300×300×L1800

布基礎300×300×L1800

布基礎300×300×L1800

▽134.0

▽134.5

布基礎300×300×L1800
根太[-70×150×6 アルミ

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

(にぎわいデッキ・コースターデッキ階段２）
園路広場整備工構造図
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園路広場整備工構造図
S=図示 (にぎわいデッキ(3))

基礎伏図

S=1:60

高欄詳細図

S=1:20

コンクリート基礎詳細図

S=1:10

床版取付詳細図

S=1:10

矢視図(H-H)

S=1:30

矢視図(H-H)

S=1:30

階段踊り場平面図

S=1:60

支柱□120×120 アルミハニカム

(134.5)

131.0

130.8

130.7

コンクリート基礎

□800×H400 @20基

コンクリート基礎

□500×H400 @23基

高欄柱□80×80

再生木材（芯材 アルミ）

手摺 90×71

再生木材（芯材 アルミ）

床板 23×148 再生木材

横桟 30×50 アルミ

格子 18×30 アルミ

補助手摺 φ40 再生木材（アルミ芯）

横桟 30×50 アルミ

格子 18×30 アルミ

コンクリート基礎 800×800×400

18-8-25BB基礎砕石 RC-40

基礎砕石 RC-40
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床板23×148 再生木材

根太[-70×150×6 アルミ

補助根太L-50×50×6 アルミ

コンクリート基礎

800×800×400

柱脚金物

SS400＋溶融亜鉛メッキ

M12ケミカルアンカー
M12ボルト

コンクリート基礎

500×500×400

18-8-25BB

布基礎コンクリート

▽134.0

布基礎 300×300×L1800 @3基

基礎ブロック

□300×H450

φ150ボイド抜き @3基

18-8-25BB
コア抜き φ150×深さ200 @7箇所

根太[-70×150×6 アルミ

1
5
0

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

(にぎわいデッキ・コースターデッキ階段３）
園路広場整備工構造図
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園路広場整備工構造図
S=図示 (にぎわいデッキ(4))

高欄（地覆板）標準図

S=1:20

高欄・地覆板 取付詳細図 

S=1:10

高欄柱□80×80

再生木材（芯材 アルミ）

手摺 90×71

再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80

再生木材（芯材 アルミ）
手摺 90×71

再生木材（芯材 アルミ）

地覆板 L-20×120×3 アルミ

地覆板 L-20×120×3 アルミ

M12ボルト
M12ボルト

根太 [-70×150×6 アルミ

床板 23×148 再生木材

地覆板 L-20×120×3 アルミ

高欄柱□80×80

再生木材（芯材 アルミ）

高欄柱□80×80

再生木材（芯材 アルミ）

地覆板 L-20×120×3 アルミ1
1
0
0

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

(にぎわいデッキ・コースターデッキ階段４）
園路広場整備工構造図

 
新規_81



園路広場整備工構造図
(木製デッキ)

平面図

S=1:10

S=図示 

断面図(A-A)
S=1:10

断面図(B-B)
S=1:10

1
0
0

2
0
0

300
400

仕様

１）再生木材は再生ポリエチレン
２）再生木材の比重は

３）構造材アルミ合金材質は

４）特記なき限りボルト、ワッシャ類は溶融亜鉛めっき仕上げ、若しくは同等以上とする。（ビス類を除く）

５）打込みピンはＳＴＫ

６）柱脚ブラケットはＳＳ
７）図示された製品は賠償責任保険加入製品とする。

８）（一社）日本公園施設業協会
９）支柱の長さは現況地盤により、変更することとする。

2
3

A A

B
B

５％勾配

床板23×148 再生木材

根太[-70×150×6 アルミ

床板23×148 再生木材

根太[-70×150×6 アルミ

大引[-70×150×6 アルミ

床板23×148 再生木材

根太[-70×150×6 アルミ

大引[-70×150×6

アルミ

コンクリート基礎

コンクリート基礎

18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

18-8-25BB

コンクリート基礎

18-8-25BB

基礎砕石 RC-40

45 ％、木粉比率50 ％以上の配合比率とする。
1.3以上とする。

A6063S－T5以上の強度を有するものとし、アルマイト処理（マットブラウン色）を施した材料とする。

400 （一般構造用炭素鋼鋼管）+ ＨＤＺ40 （亜鉛付着量）とする。

400 （一般構造用圧延鋼材）+ ＨＤＺ55 ＋塗装（19-20 Ｂこげ茶）とする。

SP、SPL表示認定企業の製造製品とする。
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2
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2500

3
2
3

3000

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

園路広場整備工構造図 (木製デッキ)

図示

桜木の里改修整備（第２期工事）

４２／７７
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擬木階段1

縦断図 S=1:50

詳細図

園路広場整備工構造図
S=図示 

S=1:30

(擬木階段1)

▽119.6

▽123.6

▽123.8

▽127.6

蹴上200 踏面400

蹴上200 踏面350

踏面550

蹴上200 踏面550

蹴上200

蹴上190 踏面500

蹴上190 踏面400

蹴上190 踏面350

※ 表示寸法は標準寸法であり製作上収まり等により変更することがあります。

1501200

側面図

ＰＣギ φ60×500

ＰＣギ木 φ１００×１５００

平 面 図

正面図

3600

2100

1100

550

1
0
段

6
段

2
段

1000

4000

10
段

2
段

2800

9
段

100φ60

φ60

5
0
0

2
00

1500

150
φ
1
0
0

園路広場整備工構造図 (擬木階段)

図示

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

桜木の里改修整備（第２期工事）

４１／７７
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擬木階段２

縦断図 S=1:50
園路広場整備工構造図

S=図示 

詳細図

S=1:30

(擬木階段2)

※ 表示寸法は標準寸法であり製作上収まり等により変更することがあります。

150700

側面図

ＰＣギ木 φ60×500

ＰＣギ木 φ１００×１０００

平 面 図

正面図

▽118.9

▽120.5

蹴上145 踏面350

100φ60

φ60

50
0

2
00

1000

150

φ
1
00

3500

11
段

園路広場整備工構造図 (擬木階段)

図示

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

桜木の里改修整備（第２期工事）

４１／７７
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 坂路手すり  配置図 
S=1:40S=1:200

手すり基礎(1)

 B-B断面図 
S=1:50

 A-A断面図 
S=1:50

管理施設工構造図
S=図示(坂路手すり)

133.75

133.64

133.70

133.64

133.13

132.69
133.16

133.79
135.01

133.03

134.31

134.91

135.59

133.39

132.49

134.01

132.84

137.21 136.07

133.73

136.98

137.61

138.22

139.06

138.52

137.97

137.85

137.64

140.01

139.83

137.96

137.06

133.27

133.13
132.30

132.76

133.07

131.96

132.19

131.88

131.29 131.23

129.82

130.59

131.10
131.57

130.04

131.63

131.45

131.36

131.38

131.38
130.23

129.80

130.66

130.26

130.28

131.72

132.56

130.52
135.36

138.00

129.57

131.69

130.56

130.04

129.42

135.27
136.89

137.24

137.41

136.59

135.80

135.43

134.05

135.79

137.03

138.20

131.02

4-7
130.71

4-8
137.58

ILB

As

As

φ220

φ250

φ150

φ300

φ140

φ400

φ170

φ250

φ350

φ300

φ400

φ300

φ370

φ450

φ280

φ600

φ300

φ350

φ100

φ80

φ300

φ260

φ200

13
5

13
0

13
5

NO.1

NO.2

手
す
り
 L
=2
8.
5m

手
す
り
 L
=4
2.
9m
 

手
す
り
 L
=2
2.
0m

B

B

C

A

A

手
す
り
 L=4.6m

基
礎
(1
) 
38
箇
所

基
礎
(1
) 
20
箇
所

手すり手すり

坂路
擁壁

手すり基礎(1)

手すり手すり

坂路

手すり基礎(1)

φ40手すり

手すり取付ブラケット

アルミACC1

自在ジョイント金具

アルミAC3A

φ48.6支柱

アルミA6063S-T6

φ48.6支柱

アルミA6063S-T5

アルミA6063S-T5

2,300

150150150150

300300 1,700

2,300

150150150150

300300 1,700

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S：2014に準拠とする。

仕様

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 SP・SPLマークWo表示認定企業の製品とする。

▽ＧＬ

1
1
60

8
0
0 H=

1
1
0
0

2
00

Φ40

内 

側

外 

側

基礎コンクリート

基礎砕石

18-8-25BB

RC-40

▽ＧＬ

1
1
60

2
00

H=
1
1
0
0

9
8
5

1
1
5

8
0
0

Φ40 1
10
0
以
上

1200

（31.5）

1200

1200
1200

8.0%

1200 1200

外側

内側

4
5
0

300

400

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

(坂路手すり)

管理施設工構造図

桜木の里改修整備（第２期工事）

７６／７７

第3期工事
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 内観姿図・側面図・柱位置図 
S=1:40

管理施設工構造図
(エントランス手すり)

φ48.6支柱

アルミA6063S-T6

φ48.6支柱

アルミA6063S-T5

φ40手すり

アルミA6063S-T5

自在ジョイント金具

アルミAC3A

手すり取付ブラケット

アルミACC1

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 遊具の安全に関する基準JPFA-SP-S：2014に準拠とする。

仕様

・本製品は、一般社団法人 日本公園施設業協会 SP・SPLマークWo表示認定企業の製品とする。

0°～40°

▽ＧＬ ▽ＧＬ

1
16
0

8
00

H=
11
0
0

2
00

Φ40

内 

側

外 

側

1
16

0
2
00

H=
11

0
0

98
5

1
1
5

8
00

Φ40

11
00
以
上

1200

（31.5）

12
00

12
00

1200

1200 1200

外側

内側

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

桜木の里改修整備工事

富田林市錦織地内

図示

エントランス手すり図

(参考図)
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管理施設工構造図
(ロープ柵) S=図示

立面図

S=1:20

平面図

S=1:20

断面図

S=1:20

・木材は杉材（丸太材はﾛｰﾀﾘｰ加工）を使用する。

・木材の見え掛り部は面取を行なう。

・加圧注入方法はJIS A 9002による。

・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。

・木材は全て加工後､AZNA ﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

・柱は背割を行なう。背割深さは木材の1/2までとする。

・柱の地際部は上下10ｃｍの範囲にサンプレザーOGR塗布とする。

木材

・ボルトは図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。

ボルト類

・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。 

・本製品はAQ認証取得工場にて製作するものとする。 

・SPL製造表示ラベルの表示を行う。（１ヶ所）

・本製品は（一社）日本公園施設業協会のSP表示認定企業にて製作とする。

面取

2
5
0

1
5
0

5
0
0

クレモナロープφ16

根枷φ100 ボルトM12

柱φ100

G.L.

5
0
0

SPL製造表示ラベル

2
5
04
0
0

1
5
0

根枷φ100

ボルトM12

面取 柱φ100

柱間@1500

クレモナロープφ16

柱間@1500

4
0
0

根枷φ100

G.L.

ボルトM12

クレモナロープφ16

柱φ100

背割

キリφ21

1
0
0

柱間@1500

柱間@1500

500

柱
長
さ

1
0
0
0 6
0
0

500

1
5
0

1
0
0

6
0
0

45°

柱
長
さ

1
0
0
0

年 度 番 号令和２年度

公園名

工事名

施行箇所

図面名

縮尺

大 阪 府 富 田 林 土 木 事 務 所

錦織公園

富田林市錦織地内

図示

管理施設工構造図 (ロープ柵)

桜木の里改修整備（第２期工事）

７５／７７
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SaishitaM
テキストボックス
側溝蓋（U-180用）

SaishitaM
テキストボックス
ソフトカバーゴム蓋



【別紙-1】 

高耐久ポーラスアスファルト（13）仕様 

 

○標準粒度範囲 

高耐久ポーラスアスファルト（13）

13mm

19.0mm 100

13.2mm 90～100

4.75mm 11～35

2.36mm 10～20

75μmm 3～7

4.0～6.0

混合物の種類

最大粒径

通
過
質
量

百
分
率
（

％
）

アスファルト量  
 

○混合物性状 

目標値

50回

空隙率 ％ 20%程度

安定度 KN 4.9以上

フロー値 1/100cm 20～40

カンタブロ損失量 ％ 20以下

残留安定度 ％ 85%以上（96時間水浸）

塑性変形輪数 回/mm 5,000回以上

透水係数 mm/sec 1×10-2以上

浸透水量 ml/15秒 1,000以上

項目

突固め回数

 
 

○アスファルトの性状 

基準値

針入度 1/10mm 40以上

軟化点 ℃ 80以上

伸度（15℃） cm 50以上

薄膜加熱質量変化率 ％ 0.6以下

薄膜加熱後の針入度残留率 ％ 65以上

タフネス N・m 20以上

引火点 ℃ 260以上

項目
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 もたれ式擁壁護岸工 

 護岸工詳細図

S=1:50

＜左岸①-1,左岸①-2＞

計画河床高

(計画河床+0.6m)

(常
時
水
位
～
現
況
護
岸
天
端
)

現況護岸天端

新設護岸

突出200

既設護岸

埋込65

25
0

10
0

HWL

D13,L=265,@400

1:0.5

1:0.5

1:0.5

1:0.39(現
況
平
均
)

1:0.5

管理用通路

10
0

常時水位

縮　尺

図面名

所属地名

工事名

河川名

年　度

作成年月

図面番号

S=1:50,30,5

大阪府富田林土木事務所

護岸工詳細図

　/　

化粧型枠A

化粧型枠B

化粧型枠B

裏込砕石

RC-40

既設ブロック積護岸工

間詰コンクリート

24-12-25BB

均しコンクリート

18-8-40BB 鋼矢板Ⅱw

L=8.0m

コンクリート

24-12-25BB

 水抜き部正面図 
S=1:5

 水抜き工 詳細図 
S=1:30

＜左岸①,右岸①＞控え500

※)施工時に必要長の確認を行い、監督職員と協議を行う事。

既設ブロック積護岸工

もたれ式擁壁護岸工 

間詰コンクリート

1:0.5

ウィープホール
フィルター付き

コンクリート削孔L1
φ75

間詰めCo控
え厚

※)水抜き施工範囲(常時水位～現況護岸天端)に、1箇所/2m2とする。

1:0.5

100

現
況
平
均

1:0.44(左
岸
)

※)既設護岸削孔後　ウィープホール設置後　護岸部コンクリートを打設する。

ウィープホール
フィルター付き コンクリート削孔

φ75

間詰　打設時の逆流防止

水抜き寸法 A B C D E F L

単位mm

76676055 25 53 壁厚

孔口断面

764mm2

n-HG

68
7- 8.5
1-21.6

652 3 4

n-
φ
H

9 1

87

番

号 名　　称
数

量 材　　質

本　　体

インサート板

ゴ　ム　弁

弁　　座

ﾘﾌﾞ付ｿｹｯﾄ

1

1

1

1

H-PVC

ABS

ABS

EPDM

1

SUS304

不 織 布

フィルター 1

合成繊維1

1ビ　ス

特殊座金 1 SUS304

40,50,65=SUS304
75,100=SPC

40,65,100=ABS
50,75=PE

9

8

7

6

5

4

3

2

1

φ50用

 ウィープホール詳細図 
S=1:3

φ55

φ60

φ75

1800

400

559 950

1859

559

2359

水
抜
き
施
工
範
囲

75
0

10
00

37
00

96
9
～
30
13

46
69
～
67
13

0～
40
7
6

559

機
械
式
ア
ン
カ
ー

400

500

500 850

6
00

L1

75

559L2

500

350

φ
A

φ
B

φ
C

φ
D

E

F

L

φ
G
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プレキャスト笠コンクリート

トラス鉄筋 H60
胴込めコンクリート

プレキャスト笠コンクリート

80

ハツリ模様

トラス鉄筋

断 面 図 製品単体図

側 面 図 背 面 図

川　裏川　表

正 面 図

鋼矢板 10H型

トラス鉄筋

80
100

化粧パネル構造図（参考）
S=1：50(A3)

15

H=90

トラス鉄筋
H=90

トラス鉄筋
H=60

正 面 図

φ
1
0
0

φ
5
3

8
0

1
5

トラス鉄筋
H=60

断 面 図

φ100

φ53

セパレータ

平 面 図

a部

a部詳細図

5
5
5

1
0

ハツリ模様

モルタルキャップ

座金プレート

C5 C5C15

φ100/53

ハツリ模様

取付け金具詳細図
S=1:10

足付高ナット座金プレート

側面図 平面図

PL-6×38×130

高ナットM16×100

6

平面図

6

PL-φ80×t6

φ20×50 15 15

φ20×50

PL-φ80×t6

モルタルキャップ

(鋼矢板に溶接)

b部

1
5

b部詳細図

(鋼矢板に溶接)

(H=1840～2260)

位置決め用鉄筋

位置決め用鉄筋

インサートM16

(均しコンクリート)

コンクリート被覆工
(化粧パネル)

(均しコンクリート)

入止めプレート

側面図 平面図

4.5

PL-4.5×32×80

ナットM16

モルタルキャップ

ハツリ模様

側面図 正面図

ハツリ模様

ナットM16

足付高ナット

全ネジボルトM16 L=230

座金プレート

モルタルキャップ

鋼矢板 10H型

15

1
0
0

8
0

川　裏

川　表

鋼矢板 10H型

セパレータ
モルタルキャップ

中詰めコンクリート

残存パネル

トラス鉄筋
H=90

入止めプレート

モルタル接着

1
5

5

PL-6×38×130

高ナットM16×50

側面図

15

コンクリート被覆工
(化粧パネル)

15

参考図面２

化粧パネル構造図(2) 1:50

2

5
6
0

1
6
2
0

2700

5
6
0

1
6
2
0

1
6
2
0

230

895

1
6
2
0

895

1
6
2
0

895

895

8
0

50

φ80

φ53

φ88

φ100

3
5

4
58
0

2
2
0
～

6
6
0

2
2
0
～

6
6
0

2
2
0
～

6
6
0

1
8
4
0
～

2
2
8
0

2
2
0
～

6
6
0

2
2
0
～

6
6
0

1
8
4
0
～

2
2
8
0

1
8
4
0
～

2
2
8
0

1
8
4
0
～

2
2
8
0

1
8
4
0
～

2
2
8
0

900 900 900

8
0

32

8
0

30

φ
9
6

φ
9
0

φ96

φ90

295

80 100

900 900 900

2
3
0

2
9
5

115

1
3
0

38

600

295 305

13

河川名

工事名

施工地名

図面名

令和3-4年度

縮尺

図面番号

参考図２

二級河川  石津川

大 阪 府 鳳 土 木 事 務 所

堺市西区鶴田町地内

護岸補強工事Ｒ３－１工区（津久野大橋上下流）
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護岸工構造図
（鋼矢板新設区間）

S=1：50(A3)

笠コンクリート

コンクリート被覆工

トラス鉄筋

胴込めコンクリート

調
整

モ
ル

タ
ル

笠コンクリート

80

ハツリ模様

トラス鉄筋

断 面 図

残存パネル

側 面 図 背 面 図

川　裏川　表

正 面 図

新設鋼矢板 10H型

トラス鉄筋

80

2
0

(ハットブロック) (ハットブロック)

鋼矢板 10H型

トラス鉄筋溶接固定
セパレータ溶接固定

残存コンクリートパネル

セパレータ取付

モルタル充填

セパ撤去・モルタル充填

①セパレータ・トラス鉄筋溶接 ②残存パネル据付 ③セパレータ取付 ④ハットブロック据付 ⑥モルタル充填 → 完成

施工手順(案)
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製品単体図
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ハットブロック

高さ調整金具

巾止め金具

ハットブロック

高さ調整金具

⑤コンクリート打設

胴込めコンクリート打設

(残存パネル)

コンクリート被覆工
(残存パネル)

笠コンクリート

コンクリート被覆工

ハットブロック

残存パネル
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設置図 S=1/10

 φ100 デリニェーター 

品 番 品  名 材   質

1

2

3

反 射 体

反射体取付枠

取 付 金 具

ポリカーボネート樹脂

SPHC

アルミニウム合金

数 量

1(2)

1

1

備  考

φ100

※ 橙色反射体は、特殊蛍光プリズムレンズ使用

溶融亜鉛めっき

70

既設支柱

2

3

R11

23

有効反射径φ100

取付金具挿入位置

1

詳細図 S=1/5

取付金具挿入位置 S=1/5

t2
.3

30
0

G.L. G.L.

22

30
0

30

R7
5

既存ガードレール支柱

(φ114.3,φ139.8)

視線誘導標（デリネーター）

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ添架式

 
新規_93



（路側用－独立基礎）

Ｇr-Ｂp-2Ｂ

置き式ガードレール

独立基礎置き式ガードレール m

材料表

備  考数 量単位規  格名  称

10.00

10m当り

S=1:20

500×500

5
0
0

6
5
0
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